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１ 豊山ゼミナールの紹介 

テーマ「フィールドワークによる高齢者の就業支援」 

東大阪市に「東大阪市シルバー人材センター」というところがあり、「まだまだ働きたい」と思っている

高齢者に仕事の機会を提供してきました。そうしたセンターも時代の変化とともに課題を抱えるようになっ

ています。同センターと協力してそれらの課題に取り組むことは、私たちの仕事を探す力、新しいビジネス

チャンスを見つけ出す力を育てることにつながります。 

平成 22年度の豊山ゼミナールは当初総勢 16名（男性 13名、女性 3名。後に 1 名リタイア）で、運営の中

心には 4名ずつ 4つから成る A、B、C、Dの 4チームが位置しています。フィールド（活動の場）は、貴セン

ターである東大阪市シルバー人材センターであり、4チームはそれぞれにセンター運営の課題の発見ならび

に改善策の提案と取り組んできました。また、東大阪市シルバー人材センターで毎月第２、第４火曜日に行

われている入会説明会・講習会に４チームでローテーションを組み参加させていただいています。 

この演習ではシルバー人材センターの役割や働きを理解するために、まずセンター紹介のパンフレットを

作成しました。つぎにそのパンフレットを全体的な地図として、グループごとに取り組む課題を設定し、資

料ならびにヒアリング調査にもとづいて課題をより具体的に詰め、解決策を考えていきます。そして解決案

をクライアントである東大阪市シルバー人材センターに提示し、協議のうえより完成度の高いものに仕上げ

ていきます。最後にこれらの解決策をグループ自らの手で実行に移し、クライアントから評価してもらいま

す。 
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２ 社団法人東大阪市シルバー人材センターの紹介 

 

シルバー人材センターの紹介文（2010年 10月 13日版） 

 

 シルバー人材センターは日本全国で市町村ごとに存在し、60歳以上の高齢者に臨時的で、短期的で、軽易

な仕事を提供しています。臨時的とはその仕事が定期的にいつもあるわけではないこと、短期的とはその仕

事に長期間携わるわけではないこと、軽易というのはその仕事が過度の負担をともなわないことを意味して

います。具体的な仕事の内容としては駐輪場の管理、スーパーなどでのカートの整理、除草作業、マンショ

ンや一般家庭や公園などの清掃、植木の剪定などがあります。これらの仕事は定期的にいつもあるわけでは

ありませんから、シルバー人材センターを通して得られる仕事の報酬は大きな金額にはなりませんし（全国

平均でだいたい月 3万円～5 万円）、それを主な収入源として生活することは難しくなります。それはもとも

と、シルバー人材センターが「仕事を通して社会とかかわりあう（他の人の役に立つ）」「健康を維持する」

といったことを目的に設立されたことと関連しています。 

 シルバー人材センターを通して仕事を得たい高齢者は、まず会費を払ってセンターの会員になり、日時や

職種などの希望を登録する必要があります。そして個人や企業や役所からセンターに仕事の発注があり、そ

れが登録者の希望と一致する場合はその人に連絡・同意のうえ仕事を提供します。東大阪市シルバー人材セ

ンターでは登録に至るまでに、入会説明会と入会申込者講習会の 2つの段階を設けています。これらはいず

れも毎月第 2火曜日と第 4火曜日の月 2回実施されており、手項としては入会説明会で説明されたシルバー

人材センターの概要を理解した人が、次の回の入会申込者講習会において登録をおこなうという流れになっ

ています。 
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３ 年間活動内容 

 

 豊山ゼミの 2010年度（平成 22年度）の活動内容を一覧表で示せば、次のようになります。 

 

2010年度（平成 22年度）豊山ゼミ 活動一覧 

 平成 22年度（2010年度）1年間の豊山ゼミの活動日ならびに活動内容は以下のようになっています。2010年 2月

18日（木）は 2009年度（平成 21年度）の活動ですが、1年間に正規授業も含めて尐なくとも 74日は何らかのかた

ちで東大阪市シルバー人材センターとかかわったことになります。これ以外にも学生たちの自主的な集まりがありま

すから、その日数はさらに増えることになります。 

  日時 内容 場所 

1 2010年 2月 18日（木） シルバー人材センターに挨拶 東大阪市シルバー 

2 4月 1日（木） チームリーダー打ち合わせ 豊山研究室 

3 4月 13日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Aチーム） 東大阪市シルバー 

4 4月 14日（水） 演習Ⅰ  教室 453 

5 4月 21日（水） 演習Ⅰ  教室 453 

6 4月 27日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Bチーム） 東大阪市シルバー 

7 4月 28日（水） 演習Ⅰ  教室 453 

8 5月 9日（日） 東大阪市民ふれあい祭り協力   

9 5月 11日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Cチーム） 東大阪市シルバー 

10 5月 19日（水） 演習Ⅰ  教室 453 

11 5月 25日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Dチーム） 東大阪市シルバー 

12 5月 26日（水） 演習Ⅰ 教室 453 

13 5月 28日（金） 東大阪市シルバー人材センター総会補助 東大阪市立市民会館 

14 6月 8日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Aチーム） 東大阪市シルバー 

15 6月 9日（水） 演習Ⅰ  教室 453 

16 6月 16日（水） 演習Ⅰ（豊山ぬきで） 教室 453 

17 6月 21日（月） 松井と打ち合わせ 豊山研究室 

18 6月 22日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Bチーム） 東大阪市シルバー 

19 6月 23日（水） 演習Ⅰ  教室 453 

20 6月 24日（木） 
中間報告会用パンフレット作成  

杉田、木澤、唐門 
豊山研究室 

21 6月 25日（金） 中間報告会 東大阪市シルバー 

22 6月 30日（水） 演習Ⅰ  教室 453 

23 7月 7日（水） 演習Ⅰ  教室 453 

24 7月 8日（木） 交通安全講習会の補助 瓢箪山作業所 

25 7月 9日（金） 余田と打ち合わせ 豊山研究室 

26 7月 10日（土） 洲本と打ち合わせ 豊山研究室 



6 

  

27 7月 13日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Cチーム） 東大阪市シルバー 

28 7月 14日（水） 

演習Ⅰ  

市村と打ち合わせ 

リハーサル（市村） 

教室 453 

豊山研究室 

蒼天 

29 7月 20日（火） リハーサル（市村） 4号館 

30 7月 21日（水） 演習Ⅰ  蒼天 

31 7月 24日（土） リハーサル（市村） 蒼天 

32 7月 25日（日） フィールドワーク中間報告会（洲本、今田） 蒼天 

33 7月 27日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Dチーム） 東大阪市シルバー 

34 7月 28日（水） ゼミリーダーと今後の予定打ち合わせ 豊山研究室 

35 8月 24日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Aチーム） 東大阪市シルバー 

36 8月 31日（火） チームごとの課題絞り込み 豊山研究室 

37 9月 6日（月） 資料探し 東大阪市シルバー 

38 9月 14日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Bチーム） 東大阪市シルバー 

39 9月 28日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Cチーム） 東大阪市シルバー 

40 9月 29日（水） 演習Ⅰ  教室 453 

41 10月 6日（水） 演習Ⅰ  教室 453 

42 10月 12日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Dチーム） 東大阪市シルバー 

43 10月 13日（水） 演習Ⅰ  教室 453 

44 10月 20日（水） 演習Ⅰ（福田さん、島田さん講演） 教室 453 

45 10月 26日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Aチーム） 東大阪市シルバー 

46 10月 27日（水） 演習Ⅰ 教室 453 

47 11月 1日（月） ヒアリング（地域班、Bチーム） 東大阪市シルバー 

48 11月 9日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Bチーム） 東大阪市シルバー 

49 11月 10日（水） 演習Ⅰ  教室 453 

50 11月 11日（木） エクセル講座（水谷ゼミ市原君、Cチーム） 情報処理室 

51 11月 15日（月） ヒアリング（安全就業東川さん、Aチーム） 東大阪市シルバー 

52 11月 17日（水） 演習Ⅰ  教室 453 

53 11月 24日（水） 

入会説明会・講習会の手伝い（Cチーム） 

演習 

最終報告会準備（村田） 

東大阪市シルバー 

教室 453 

豊山研究室 

54 11月 26日（金） 
最終報告会 

反省会 

東大阪市シルバー 

教室 458 

55 12月 8日（水） 演習Ⅰ  教室 453 

56 12月 14日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Aチーム） 東大阪市シルバー 

57 12月 15日（水） 演習Ⅰ  教室 453 

58 12月 22日（水） 演習Ⅰ  教室 453 

59 2011年 1月 11日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Dチーム） 東大阪市シルバー 
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60 1月 12日（水） 演習Ⅰ 教室 453 

61 1月 17日（月） 成果報告会準備   

62 1月 18日（火） 成果報告会準備   

63 1月 19日（水） 演習Ⅰ（リハーサル） 蒼天 

64 1月 20日（木） リハーサル 蒼天 

65 1月 21日（金） リハーサル 蒼天 

66 1月 22日（土） フィールドワーク成果報告会 蒼天 

67 1月 25日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Bチーム） 東大阪市シルバー 

68 2月 8日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Cチーム）   

69 2月 9日（水） シンポジウム準備（市村、古森） 9号館 4階 

70 2月 10日（木） シンポジウム準備（市村、古森） 9号館 4階 

71 2月 15日（火） フィールドワークシンポジウム 蒼天 

72 2月 22日（火） 
入会説明会・講習会の手伝い（Dチーム） 

活動報告書作成打ち合わせ（余田） 

東大阪市シルバー 

豊山研究室 

73 3月 8日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Aチーム） 東大阪市シルバー 

74 3月 22日（火） 入会説明会・講習会の手伝い（Bチーム） 東大阪市シルバー 

 

 上記の表から主だったものを取り出せば次のようになります。 

 

2010 年  2月 18日(木) ゼミとして初のセンター訪問 

5 月 9日(日) 

5 月 28日(金) シルバー人材センターの総会を見学 

6 月 25日(金) センターにてゼミ内で作成したパンフレットなど発表 

7 月 8日(木) 瓢箪山にて行われた自転車の安全講習に 4人参加 

7 月 25日(日) 大阪商業大学の蒼天にてゼミの活動内容を発表 

11月 26日(金) センターにてゼミ内で考察してきたセンターの改善策を発表 

2011 年  1月 22日(土) 大阪商業大学の蒼天にて年間のゼミの活動内容発表 

2 月 15日(火) 大阪商業大学の蒼天にて教育 GPシンポジウム 

～フィールドワークについて～に参加 
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1

Aチーム 4/13報告書 ポスター 6/8報告書 ポスター 8/24報告書 ポスター 10/26報告書 ポスター 12/14報告書 ポスター 3/8報告書 ポスター
杉田秀一朗 ○ ○ ○ ○ ○
木澤卓司 ○ ○ ○ ○
唐門俊明 ○ ○ ○ ○
今田大樹 ○ ○ ○

Bチーム 4/27報告書 ポスター 6/22報告書 ポスター 9/14報告書 ポスター 11/9報告書 ポスター 1/25報告書 ポスター 3/22報告書 ポスター
松井大樹 ○ ○ ○ ○
余田将裕 ○ ○ ○ ○
尾平裕樹 ○ ○ ○ ○
相部大樹 ○ ○ ○

Cチーム 5/11報告書 ポスター 7/13報告書 ポスター 9/28報告書 ポスター 11/24報告書 ポスター 2/8報告書 ポスター
溝端大地 ○ ○ ○
村田十馬 ○ ○ ○
浮舟隆寿 ○ ○ ○
森本　亮 ○ ○ ○

Dチーム 5/25報告書 ポスター 7/27報告書 ポスター 10/12報告書 ポスター 1/11報告書 ポスター 2/22報告書 ポスター
宮田美紀 ○ ○ ○
市村涼子 ○ ○ ○
洲本紗弥香 ○ ○ ○
古森淳史 ○ ○ ○

2

挨拶2/18報
告書

ふれあい祭
り5/9ポス
ター

センター中
間報告会
6/25報告書

学内中間報
告会7/25報
告書

学内中間報
告会7/25ポ
スター

資料収集9/6
ポスター

講演会10/20
ポスター

地域班ヒア
リング11/1
ポスター

エクセル講
座11/11ポス
ター

交通安全
11/15ヒアリ
ングポス
ター

センター最
終報告会
11/26資料

センター最
終報告会
11/26報告書

学内成果報
告会1/22報
告書

高齢者に対
する見方の
変化

Aチーム
杉田秀一朗 ○ ○ ○ ○ ○ ○
木澤卓司 ○ ○ ○ ○ ○ ○
唐門俊明 ○ ○ ○ ○ ○ ○
今田大樹 ○ ○ ○
Bチーム
松井大樹 ○ ○ ○ ○ ○
余田将裕 ○ ○ ○ ○ ○ ○
尾平裕樹 ○ ○ ○ ○ ○
相部大樹 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Cチーム
溝端大地 ○ ○ ○ ○ ○
村田十馬 ○ ○ ○ ○ ○ ○
浮舟隆寿 ○ ○ ○ ○ ○ ○
森本　亮 ○ ○ ○ ○ ○
Dチーム
宮田美紀 ○ ○ ○ ○ ○ ○
市村涼子 ○ ○ ○ ○ ○ ○
洲本紗弥香 ○ ○ ○ ○ ○ ○
古森淳史 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

イベント等の報告書とポスター（本報告書に一部所収）

入会説明会・講習会の手伝いの報告書とポスター

○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○ ○ ○ ○

 1 年間の活動のなかで何か活動をするたびに報告書ならびにポスターの作成を課題としました。ゼミの共

有財産としてストックされてあるものは以下の表に示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2010年度（平成22年度）豊山ゼミ　報告書等保管状況

　この一覧表は、誰が出した出していないということを問い詰めるものではありません。下記に○の付いた資料は
別途保管してありますので、いつでも見ることができます。
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４ 各チームの活動内容 

 

 各チームの活動内容についてはチームごとに、2011 年 1 月 22 日（土）に行われた教育 GP「成果報告会」

（場所：蒼天）時の原稿と、2010 年 11 月 26 日（金）実施の「最終報告会」（場所：東大阪市シルバー人材

センター）の資料を掲載することにします。 

 

１）Ａチーム～安全就業・途上事故防止について～ 

 

■ 教育 GP「成果報告会」（場所：蒼天）時の原稿 

私たちＡチームは会員の途上事故を減尐させることに課題を絞りました。そこで、１１月１５日に職員の

方にヒアリング調査を行いました。センターの職員の方によると、職員の方が会員に何を言っても会員が話

を聞かないことには意味がないということを聞き、会員になる方の意識向上を計るために体力テストをして

はどうかと提言することに決めました。テストの内容は、二人一組になり、一人がものさしを落とし、もう

一人がキャッチするという反尃神経のテスト、片足で立ち、何秒間立っていられるかで自分の体力年齢がわ

かる平衡感覚テストで、狭い場所でも簡卖にできるものです。 

提言するにあたって知識のない私たちの意見では説得力に欠けるので相手のことをよく知るためにシルバ

ー人材センターに資料を探しに行き、議案書を読んで情報を集めました。ヒアリング調査は私たちにとって

初めての試みだったため、流れを知るために先生が中心となって進めました。 

私たちは初め、ヒアリング調査とは、自分の聞きたい質問をぶつけ、それに答えてもらうだけのことだと

おもっていましたが、私たちの用意した質問は「事故を減らすためにどういうことをしていますか？」とい

った相手の答えにくい質問ばかりだったため、職員の方は知手も困っていました。その時初めて自分たちが

何について聞きたいのか、またなぜその質問をしたいのかを理解していないといけないことを学び、それを

しないと相手に対して失礼にあたることを学びました。そういった出来事などがあるたびに、ワードを使っ

てポスターを作成します。 

このポスターはまだポスター作製のノウハウがない時に製作したポスターです。これが最近作製したポス

ターです。初めのポスターは何を言ってるかわからないところがあり、写真の縮尺はメチャメチャでした。

最近作製したポスターは状況をより具体的にとらえて伝えることができるようになりました。 

今後は、エクセルやパワーポイントを使いこなせるように積極的に使っていくことを目標としております。 
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■ 「最終報告会」（場所：東大阪市シルバー人材センター）の資料 

 

 

2010 年 11 月 26 日（金） 

交通安全講習への提案 

豊山ゼミナール Aチーム 

木澤卓司・今田大樹・唐門俊明・杉田秀一朗 

１ 提案の目的  

私たちは途上事故を減らすために会員の事故に対する意識付けができるように努めたいと考えている。 

２ なぜそう考えたか 

  まず平成 22 年度 10 月末の大阪府内の交通事故件数を見れば以下のとおりである（大阪府警察 HP: 

http://www.police.pref.osaka.jp/03kotsu/kensu/tokucho.html）。 

  

平 成 2 2 年 平 成 2 1 年 前年対比（増減率）

件数 41,920 42,384 －464（－1.1）

死者数 157 164 －7（－4.3）

死傷者数
（重傷者）

50,314
（2,919）

50,625
（2,993）

－ 3 1 1 （ － 0 . 6 ）
－ 7 4 （ － 2 . 5 ）

 

  件数、負傷者数及び死者数はともに減尐し、死者数は 157人で、前年と比較して 7人（－4.3％）減尐し

た。 

  このうち死者数に関して、年齢層別に見たのが次ページの表である。 

  

平 成 2 2 年 （ 構 成 比 率 ）平 成 2 1 年 （ 構 成 比 率 ）前年対比（増減率）

15歳以下 5（3.2） 3（1.8） ＋2（＋66.7）

16～24歳 15（9.6） 23（14.0） －8（－34.8）

25～34歳 18（11.5） 14（8.5） ＋4（＋28.6）

35～44歳 13（8.3） 16（9.8） －3（－18.8）

45～54歳 20（12.7） 14（8.5） ＋6（＋42.9）

55～64歳 19（12.1） 27(16.5） －8（－29.6）

65歳以上 67（42.7） 67（40.9） ±0（0.0）

合計 157（100.0） 164（100.0） －7（－4.3）
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  年齢別では 65歳以上が 67人（42.7％）で前年と比較して同数だったが、依然として 65歳以上の高齢者

の死者数が突出している。 

  それではこのような高齢者の死者数、さらには高齢者の交通事故件数は、東大阪市において何らかの傾

向があるのかを見たのが下のマップである（大阪府警察 HP：http://www.police.pref.osaka. 

jp/03kotsu/map/thisyear/03_08higashiosaka_2_1.html）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

判別しにくいが小さい丸で示された高齢者の事故を見ると、東大阪市全域にわたっており、特定の傾向

を見いだすことはできない。 

当初は、事故を減らすために東大阪市の事故発生場所データを調べてどこが事故を起こしやすいかを会

員に伝えることで注意を促そうと考えていたが、事故は様々な場所で起きているので特定することはで

きなかった。これは 2010年 11月 15日（月）に安全就業推進員の東川文彦氏からおこなったヒアリング

で得た情報を裏づけるものである。 

３ 交通安全講習会への提案 

特定の場所で事故が頻発し、そこに注意を促すことで高齢者の交通事故を減らそうと考えたが、現在ま

での簡卖な調査では、そうした傾向は見いだせなかった。そうなるとやはり会員それぞれの交通事故へ

の意識を高めるしかない。そこで交通安全講習で、どのようにして出席者の講習への関心を高めるか考

え、次の提案に行き着いた。それは「講習の最初の段階で、簡卖な体力チェックをおこない、会員にな

る方に自分の体力の衰えを自覚してもらう」というものである。 

そのチェック方法としては以下のものが考えられる。 
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20秒以上 まだまだ若い

10秒以上 まずまず

10秒未満 衰えている

 

①棒おとし（反尃神経）テスト 

 

 歩行中または自転車に乗っているときのとっさの判断や危険回避など、身体の  

反尃速度が遅いと交通事故につながることがある。これはそういった事故を防  

ぐための反尃神経のテストである。このテストは 2人でおこなう。用意するも  

のは 30センチくらいの棒かものさしである。1 人が棒を落としてそれをテスト 

を受ける人がつかむ。集中力がなければうまく棒をつかむことができない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②平衡感覚テスト 

   このテストで準備するものはストップウォッチだけです。やりかたは両手を腰に当ててどちらの足が

立ちやすいかを確かめるため、片足立ちを左右について行います。そして、片足立ちの継続時間を計

測します。これを続けるとだんだん慣れて秒数が伸びていきバランス力がつく。よって、事故の減尐

につながる。 

         目安 
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年齢 男性 女性

65～69 1.4～3.3秒 1.7～3.9秒

70～74 1.7～3.8秒 2.1～4.6秒

75～79 2.0～4.3秒 2.5～5.3秒

80～84 2.3～4.7秒 2.9～6.1秒

85～89 2.5～5.2秒 3.3～6.8秒

 

③歩行テスト 

ストップウォッチで５メートル歩く時間を計り、この時間が自身の年齢ごとに以下の範囲に入れば、

同年代の大部分の人々と同程度の体力があると大まかな判断ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただこのテストは、比較的広いスペースを必要とするので、交通安全講習の前におこなうのは不向き

であるかもしれない。 

４ 今後の方向性 

  ①上記以外の簡易な体力チェックの頄目を考える以外に、交通安全講習で出席者の集中度をどのように

高めるか考えていく。 

  ②将来的には、途上事故だけでなく就業中の事故も視野におさめたい。 
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２）Ｂチーム ～広報活動、会員獲得に向けて～ 

 

■ 教育 GP「成果報告会」（場所：蒼天）時の原稿 

 

私たちもセンターについて何かできることはないかと探していき、会員獲得に向けての広報活動について

何かお手伝いできることはないかと考えました。なぜなら、徐々に会員の数が減ってきている現状を知った

からです。会員の方が、センターを知った理由として多かったものは、既にセンターの方が手を打っていま

した。何をしようか悩んでいるとき、先生の助言により新たな会員獲得という方法もあるが、会員の維持を

目的とした広報活動もあると言われ、ならば会員向けの広報誌「燻」に力を入れようと思い、どう改善すれ

ばいいか考えました。文字が小さいことや、行間が狭いなど、読みにくいのでは？と思ったのですが、それ

では内容全部をかえなければいけないので尐し無理がありました。なかなか具体案が見つからない中、１１

月１日に地域班の班長の方々にヒアリングをさせていただいたところ、情報源が燻のみになっている会員の

方が多いということで、やはり「燻」で何かできることを探していこうと決めました。後日私たちゼミ生が

行ったアンケートの結果、仕事の内容について知りたいといった意見が多いことがわかりました。説明会で

もよくある質問としてとりあげられていたので、どんな仕事をしているかの具体的な説明を「燻」に取り入

れては？という案を出し、１１月２６日にある最終報告会に向けて具体案を発表しました。内容は、このよ

うなレイアウトにして仕事内容や感想を会員の方々に書いていただき、それを載せようというものです。丸

１ページ使ってしまうことなど、課題は山ほどありますが実現に向けて検討中です。 

ゼミでの活動を１年間行ってきて成長したと思うところはメモの取り方の大切さを知ったことです。以前

は箇条書きでしか書けなかったものが文章にして残せるようになり、後から見直しても分かるように、日付

や具体的な数値を残せるようになりました。そうすることで新しく課題を見つけても一から作業をしなくて

すむので、効率良く仕事を進めることができます。説明会やイベントがあるごとにレポートを書いたり、ポ

スターを作ったりしたので、パソコンを使っての作成が上手く、そしてはやくできるようになったと思いま

す。 
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■ 「最終報告会」（場所：東大阪市シルバー人材センター）の資料 

 

2010年 11月 26日（金） 

東大阪市シルバー人材センターの会報『燻』を通した広報活動 

豊山ゼミ Bチーム 

松井大樹・相部大樹・尾平裕樹・余田将裕 

１ 目的 

Bチームは、広報『燻』を通した、会員への情報提供ならびに会員相互間の交流の促進を図る。 

２ 『燻』の位置づけ 

  本冊子の初めのところに記した「東大阪市シルバー人材センターの活動の概観図」を見れば、広報の対

象として、発注者としての地域住民向け、企業向け、官公庁向け、会員候補生としての地域住民向け、

現在の会員向け、協力相手としての関係機関向けのあることがわかる。それぞれについてそれぞれの工

夫が必要であろうが、この報告では現在の会員向けに広報の焦点を絞る。さらに広報手段としては市政

だより、ホームページなどがあるが、今回は広報誌『燻』に注目する。 

３ 『燻』に仕事のレポートを載せる提案 

私たちは『燻』に、仕事内容ならびに従事者のレポートを載せることを提案する。理由は、次の 3つで

ある。 

①今年の 6月 22日の入会説明会のときから「よくある質問」の説明が加わった。そのなかに「仕事の内

容について詳しく教えてほしい」というものがあり、センター職員の方が仕事内容に関する会員候補

者のニーズがあることを自覚している。 

②私たちの行ったアンケート調査にも仕事の内容が知りたいという意見があった（下記参照）。 
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③11月 1日に地域班の班長、副班長さんからヒアリングを行ったが、そのときの話によると、地域班の

間でも交流のない人は多数いて中には顔を知らないという人もいる。そういう人たちは、情報源が『燻』

だけになる。 

４ 提案の具体的なイメージ 

3で挙げた理由から『燻』に、仕事をしていた、または現在している人から仕事内容について簡卖なレポ

ートを書いてもらい、それを載せる。 

 

過去に『燻』が年に 2回発行されていたときは仕事の報告書があり、それは原稿用紙 3～4枚ぐらいの量が

あった。そうなると執筆する人もごく一部だけになる。そこで今回は長くせず 100～150字程度の分量にし、

１人でも多くの方に書いてもらうことを狙いとする。具体的なイメージは次のようである。 
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屋内外軽作業         技術・技能分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務・管理分野       サービス分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

スーパーの自転車、 

カゴ・カート整理 

9～11 月の間、○○のスーパーで自

転車やカゴの整理をしました。自分も

含め 2 人がその仕事に就き、日替わり

で働きました。 

最初は戸惑いも多く忙しく感じた

が、次第に慣れていき顔見知りも増え

楽しくできるようになった。気軽に挨

拶するなど仲の良い人が増えたのは、

うれしかったです。 

         ○○班 

         東大阪 太郎 

※例文です（125 字） 
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３）Ｃチーム～会員獲得と就業開拓の拡充について～ 

 

■ 教育 GP「成果報告会」（場所：蒼天）時の原稿 

Ｃチームの浮舟孝寿です。私達Ｃチームは会員獲得、就業開拓の拡充を課題としています。そこで現状を

知るために、センターで就業開拓員をしていらっしゃる、福田さんと島田さんのお話を聞かせて頂けること

になりました。そこでは、時給についてハローワークとのバランスを考えて欲しいと要望されたという話や、

リーマンショックの影響で仕事が減り、６０歳後半の会員は就業機会が尐なくなり辞めていかれた事など、

興味深いお話をたくさん聞かせて頂きました。 

さらに私達は課題をより具体的に絞り込むために、センターから入手した１９９６年度から、２００８年

度分の議案書のデータを整理することにしました。しかし、Ｃチームにはエクセルを使える者がいませんで

したので、水谷ゼミの市原君にお願いし、基本的な操作を教えてもらい、データを整理しました。市原君あ

りがとうございました。データを整理することで女性の会員比率が低い、会員の年齢層が高くなっているな

ど課題の絞り込みにつながる発見がありました。また入会動機についても興味深い事がわかりました。ここ

ではそれを紹介します。 

これは入会動機を人数別で表したグラフです。健康的動機が大半を占めています。それを比率で見てみる

と、２００８年のリーマンショックの影響で、経済的動機が増加するかと思いましたが、大きな変化は見ら

れませんでした。最終報告会の時にセンターでも大きな課題となっているのが会員獲得、就業開拓の拡充だ

と聞き、より一層努力しなければならないなと思いました。 

今後は、①女性会員の獲得。②会員の高年齢化を考慮した会員獲得。③経済的動機の尐なさを考慮した会

員獲得。という３つの観点から他のセンターの先進事例などを参考にしながら考えていきたいと思っていま

す。 
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■ 「最終報告会」（場所：東大阪市シルバー人材センター）の資料 

 

2010年 11月 26 日（金） 

東大阪市シルバー人材センター 時系列データ 

豊山ゼミナール Cチーム 

浮舟隆寿・溝端大地・村田十馬・森本 亮 

１ データ整理の目的 

  東大阪市シルバー人材センターの時系列での動きを皆が使えるデータとして整理し、 

今後 Cチームの課題である「会員獲得」と「就業開拓の拡充」についての改善策を見つけ出すため。 

２ データならびにコメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グラフを見てわかるように、

かなり平均年齢が上がってい

る。このことは、企業がより

若い高齢者を求めているとす

れば、大きな問題となる。就

業者の平均年齢がわからない

ので、それと比較することは

今後の課題であるが、もし就

業者の平均年齢低いとすれ

ば、より年配の高齢者が仕事

もないのにもかかわらずセン

ター会員としてとどまり続け

ていることになる。 

会員数は項調に増加し、２０

０２年度で２０００人を突破

している。 

それ以降停滞している。 
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入会説明会
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２００１年度から２００２

年度にかけて、男性会員が増

加しているが女性会員はあ

まり変わらない。会員総数が

増えているにもかかわらず、

女性会員の伸びが尐ないの

には、何か理由があるのでは

ないだろうか。 

男性会員数が増加している２

００１年度、２００２年度で

も、比率にしてみるとあまり

差がないのが見てとれる。そ

のほかよく指摘されることで

はあるが、女性比率をどのよ

うに上げるかが今後の課題と

なる。 

２００８年度は、参加者が増

加している。リーマンショッ

クの影響かもしれないが、そ

うであれば経済的動機で入会

している人が増えているはず

である。実際はどうだろうか 

(データ７、８) ？ 
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説明会参加者の半分以

上が入会している(デー

タ５)。これからすれば会

員を獲得するには入会

説明会への参加者を増

やせばいいことがわか

る。 

入会動機の大半を健康的

という理由が占めてい

る。 

入会動機を比率で見てみ

ると、リーマンショックの

影響で経済的動機の数値

が上がるかと思われたが、

大きな変化は見られない

(データ５)。健康的動機と

して会員がどのようなこ

とをイメージし、それが会

員獲得にどのよう生かせ

るか今後分析する必要が

ある。 
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会員数は２０００人を超え

ているが、実際に就業してい

る人数は１５００人前後で

ある。  

年々増加していたが、  

２００８年度で減尐してい

る。リーマンショックの影響

か。 

契約金総額と同じ動きであ

る。 
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２００２年の会員数増加に

よって、一人当たりの配分

金は減っている。 

 

会員数の増加と平均年齢

が上がったことにより、事

故件数も増加している。 

２００２年度以降の傷害

事故件数の増加とは逆に、

損害事故件数は減尐した。 
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３ まとめと今後の方向性 

今回の時系列データをまとめる作業は今後の活動に役立つものとなった。実際にグラフ、数値で表しデ

ータとして残すことの重要性を再確認することができた。 

  以下、Ｃチームが今後のチームの課題として考えていることに限ってまとめておく(データ２、３、４、

７、８)。  

①会員の平均年齢が６８歳にまで上がっている(データ２)。このことから、若い会員の獲得が課題とな

ることが考えられる。 

②女性会員が尐ない (データ３、４)ことから、女性会員の獲得が課題となる。 

③健康的動機での入会が依然として多い(データ７、８)。このことから、会員の動機を反映した入会戦

略を練る必要がある。 

 Ｃチームは、この３つについて今後さらに考察を進めていくつもりである。 
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４）Ｄチーム ～入会説明会・講習会の改善～ 

 

■ 教育ＧＰ「成果報告会」（場所：蒼天）時の原稿 

 

Ｄチームの宮田美紀です。私たちＤチームは、入会説明会の改善を課題にしています。入会説明会に初め

て参加したときその内容は、私たちが真剣に聞いても知らない卖語が次々と出てきて難しいものでした。例

えば、請け負いや配分金、ワークシェアリングなどです。なので、６０歳を超えた方もわかりにくいのでは

ないのか？と思いました。そこで入会説明会をよりわかりやすいものにし、入会者数を増やすお手伝いをし

たいと思いました。まず、改善点は何なのかを知るためにアンケートを作成しました。実際のアンケート用

紙の一部がこちらです。質問が多すぎると回答するのが面倒になり答えてもらえないと思い質問は５問に絞

りました。質問内容は入会説明会の長さはどうか、声は聞き取りやすいか、スライドは見やすいか、内容に

関してわかりにくいところはあったか、その他自由記入欄もつくりました。集計結果はこちらです。この結

果からはわかりにくいところはなかったという回答が一番多かったですが、わかりにくいという部分では配

分金についての疑問が一番でした。自由記入欄には、求人のパーセントでなく、具体的な人数が知りたい、

仕事の内容の説明がほしいなどの回答を得ました。センターへの最終報告会ではそれらの問題の所在を示す

だけにとどまりました。３つとも具体的な解決策を出すことができず、最終的に私たちが一番したいことが

わからなくなり発表もうまくいきませんでした。 

私たちが一年間やってきてわかったことは計画性を持ち課題に取り組むことの大切さです。提出期限に合

わせて逆算し、チームで集まる回数を増やしていくことが必要です。いつも期限が迫ってから取り組むので、

内容がまとまりきらず、せっかく時間をかけてやってきたことを無駄にしてしまいました。よって、これか

らは時間に余裕を持ってまとめていきたいです。以上です。 
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■ 「最終報告会」（場所：東大阪市シルバー人材センター）の資料 

 

 

2010年 11月 26日（金） 

東大阪市シルバー人材センター入会説明会について 

豊山ゼミ Dチーム             

宮田美紀・市村涼子・古森惇史・洲本紗弥香 

１ 目的 

  入会説明会をよりわかりやすいものにすることで、入会者数を増やしていきたい。 

  そのためアンケートをとり、参加者の方がどう思っているのかを調べてみた。 

２ データ（アンケート結果） 

 ①入会説明会の長さはどうですか？ 

 

 ②声は聞きとりやすかったですか？ 

 

 

 

 

 

0% 0%

95%

2% 3%

1.長い

2.やや長い

3.普通

4.やや短い

5.短い

49%

5%

41%

5% 0%

1.聞きとりやすい

2.やや聞きとりやすい

3.普通

4.やや聞きとりにくい

5.聞きとりにくい
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 ③スライドは見やすかったですか？ 

 

 ④内容に関してわかりにくいところはありましたか？ 

 

 

 ⑤ほかに何かお気づきになったことがあれば自由にお書きください。 

10 月 26日(火) 

・ホームページの入会説明会の日程が古い 

・職種の内容説明が尐なかった 

・最近の仕事内容などの説明 

・かんたんでいいのですが、仕事の内容なども知りたい。 

 例えば、整理など、どういうものを整理するのかとか 

11 月 9日(火) 

・企業向け求人 PRの方法について説明がほしい 

・求人％はわかるが、現在の求人数などがわかれば教えてほしい 

・入会申し込みの日の曜日を多くしてほしい 

３ 提案 

①アンケートの自由記入欄を見ると、求人のパーセントでなく、具体的な人数が知りたいという意見があ

51%

18%

28%

3% 0%

1.見やすい

2.やや見やすい

3.普通

4.やや見にくい

5.見にくい

61%

6%

17%

8%

6% 2% 1.わかりにくいところはな

かった
2.センター、会員、発注者の

関係について
3.配分金について

4.団体損害保険、損害保険に

ついて
5.入会手続きについて

6.その他
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げられている。それゆえ実数のデータを提示する。 

 ②仕事の内容について説明がほしいという意見もある。だが説明会の際に配付されている資料に仕事につ 

いて書かれているものがある。にもかかわらず、このような意見がでることは、資料があることの周知が十 

分ではないように思われる。それゆえ資料の存在に関する周知を強める必要がある。 

 ③アンケートのわかりにくかったところはあったか、という質問の回答で配分金についてがわかりにくい 

と答えた方が尐し多くなっている。これに関してはまだ詳細に調べていないので、今後調べ、わかりやすい 

言葉での説明を考えていきたいと思う。 

 

 以下は、実際に作成し使用したアンケート用紙である。 
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アンケート（お願い） 

～シルバー人材センター入会説明会について～ 

 

本日参加した入会説明会について、以下の質問にお答えください（あてはまる数字に○をつけてください）。

なおこの調査は入会説明会について「匿名で」皆さんのご意見を聞くためのものです。それ以外の目的には

決して使用しませんので、お気持ちのままにお答えください。 

 

１ 入会説明会の長さはどうでしたか？ 

   1．長い   2．やや長い   3．普通   4．やや短い   5．短い 

 

２ 声は聞きとりやすかったですか？ 

  1．聞きとりやすい     2．やや聞きとりやすい    3．普通 

4．やや聞きとりにくい   5．聞きとりにくい 

 

３ スライドは見やすかったですか？ 

 1．見やすい  2．やや見やすい  3．普通  4．やや見にくい  5．見にくい 

 

４ 内容に関してわかりにくいところがありましたか？ あったとすればどこがわかりにくか 

  ったですか？（複数回答可） 

１．わかりにくいところはなかった  ２．センター、会員、発注者の関係について 

３．配分金について         ４．団体損害保険、損害保険について 

５．入会手続きについて        

６．その他（                                ） 

 

５ ほかに何かお気づきになったことがあれば自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

（社）東大阪市シルバー人材センター 

（大阪商業大学豊山ゼミナール） 
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５ 資料 

 

１）ヒアリング調査の資料とテープおこし 

 

ⅰ）Aチーム「交通安全ヒアリング調査」（東川さん）2010年 11月 15日（月） 

 

■ ヒアリング資料 

ヒアリングの目的： 

①A チームは途上中事故の減尐を最初のとっかかりとする（可能であれば就業中事故についても考えて

ほしいと、豊山は思っている）。途上中事故の現状について聞く。 

②途上中事故を減尐させる取り組みについて聞く。 

 

１ ヒアリング相手の属性を知る 

 ①会員になって何年か？ 

 ②交通安全の講習を担当して何年になるのか？ 

③講習会で話す内容、構成に関して参考にした先進事例、講習会（たとえば警察主催の講習会）のよ

うなものはあるか？ 

２ データにもとづいて現状とともに原因を明らかにする 

１）過年度『議案書』によれば（最新の 2009（平成 21）年度は未入力）、就業中、途上中の事故の推移

は次のようになっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①2005（平成 17）年度‐07（平成 19）年度の急増の原因は何か？（このときは就業中、途上中の事

故いずれも増加している）。 

②2008（平成 20）年度急減の原因は何か？（思い当たることがあれば） また 2009（平成 21）年度

はまた悪化したそうだが（『燻』第 53号、3頁）、その原因は何か？ 

③このデータは保険がおりたものを拾っていると考えていいのか？ そうだとすれば保険を利用す

るまではない小さな事故というのはそれ以外にかなり起きているのではないか？ それが事故の

ヒヤリ・ハット事例と言えるのではないか？ そういった事例を集める仕組みは東大阪市シルバー
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就業実人員に対する事故者の割合

年度 事故合計 就業中事故 途上中事故 就業実人員
1991 14 7 7
1992 8 6 2
1993 10 7 3
1994 7 5 2
1995 9 5 4
1996 8 1 7 717
1997 8 4 4 760
1998 4 1 3 792
1999 4 4 0 873
2000 5 3 2 1034
2001 10 8 2 1232
2002 4 4 0 1533
2003 8 5 3 1622
2004 11 8 3 1437
2005 17 10 7 1466
2006 15 8 7 1541
2007 17 9 8 1540
2008 7 6 1 1502
2009

1.1
1.1
0.5

事故率（合計/実人員：％）

0.5
0.5
0.8
0.3
0.5
0.8
1.2
1.0
1.1
0.5

人材センターにはあるのか？（千葉県の横芝町シルバー人材センターでは会員に声をかけ聞き出し

ているそうである。『月刉シルバー人材センター』2008年 7月号）。 

２）過年度『議案書』によれば（最新の 2009（平成 21）年度は未入力）、途上中事故の交通手段別の事

故件数（比率）は次のようになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①途上事故件数の絶対数の多い 2005（平成 17）年度（7）、06（平成 18）年度（7）、07（平成 19）年

度（8）では自転車の比率が高くなっているが、考えられる原因は何か？ 

 ②最近、電動アシスト自転車が普及しているが、同自転車による途上事故というのは報告されている

か？ この自転車は通常の自転車と比べるとより多くの事故につながりそうな気がするが、講習で

練習などをしているのか？ 

 ③東京都小金井市では卖車による就業場所への往復を禁止しているそうだが（『月刉シルバー人材セ

ンター』2010 年 7 月号）、東大阪市では卖車利用をどのように位置づけているのか？（行動半径が

広くなるので推進？） 

３）就業実人員に対する事故者の割合を見ると、次のようになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①最大でも 2005（平成 17）年度の 1.2％、最小では 2002（平成 12）年度の 0.3％である。この数値

が多いのか尐ないのかの判定のためには比較基準がいるが、それはおいても数値的に大きいとはい

えない。交通安全にはさほど時間および労力を割く必要がないと言えないこともないが、この見解

についてはどう思うか？ 逆に現在のレベルの講習会をやっているから、成果として小さな比率に
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おさまっている。それゆえ時間および労力を割く必要があるとも言える。東大阪市はいずれの立場

を基本的なスタンスとするのか？ 

 ②先ほども述べたがこれは保険を利用した人だけだと思う。これ以外にも大きな事故につながりそう

だったが運よくつながらなかった事例はあるか？ 

 ③東大阪市シルバー人材センターでの途上中事故は尐ないとしても、高齢者全体での交通事故が多い

のは事実である。2010年上半期の交通事故死亡者数のうち半数以上が65歳以上の高齢者である（『日

本経済新聞』2010 年 9 月 17 日）し、自転車死亡事故 64％が高齢者である（『交通安全白書』）。そ

の意味ではシルバー人材センターは警察の交通安全運動の一部（対象は高齢者のなかでも「仕事を

したい高齢者」に限定されるが）を担っているともいえる。警察との協力はどうなっているのか？ 

３ 各種の対策について 

１）入会申込者講習会での安全講習について、アンケートのような講習会参加者からのフィードバック

はあるのか？ 

２）竜王町（滋賀県）、座間市（神奈川県）、坂戸市（埼玉県）のシルバー人材センターでは普通免許を

もっている会員を対象に、ドライバー適性テストを実施している。とくに座間市では運転業務に就

いている会員にシルバードライビングスクール（地元警察と教習所の共同開催で無料で受講できる

ところにセンター枠を確保してくれている）を実施している。就業場所に車で向かうことはないと

しても、これは就業中の事故防止につながり、ひいてはセンター会員になろうとする刺激を与える

（高齢になってからの運転を、家族もそして自分自身も心配になっている状況を仮定すれば、セン

ター会員になることで無料で検査を受けることができることになるのは魅力である）ことになるの

ではないか？ 

３）下は茨城県牛久市のシニアクラブ（老人クラブ）が作成した交通危険個所を集めた「ヒヤリ・ハッ

ト 地 図 」 の 一 部 で あ る （ http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/section/koutsuu/hiyari/ 

01kamimati.pdf）。牛久市の場合、こういった地図

が全部で 44 存在しているので、細かすぎてかえっ

てどこが危険か、わからなくなるような気がするが、

東大阪市に関して大まかなものでいいから、交通危

険個所を集めた「ヒヤリ・ハット地図」のようなも

のは存在しないか？ あれば入会申込者講習会で

配付したりすれば、会員となる魅力の 1つになるの

ではないか？ 
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■ ヒアリングテープおこし 

 

吉冨：それでは学生さん一忚ゼミ生 16 名のうちの 4 名だけ A チーム 4 人が今日来られています。ちょ

っと項番に自己紹介してくれる。 

唐門：唐門俊明です。よろしくお願いします。 

木澤：木澤卓司です。よろしくお願いします。 

杉田：杉田秀一朗です。よろしくお願いします。 

今田：今田大樹です。 

吉冨：みなさんご承知のように安全就業推進委員の、 

東川：東川と申します。 

豊山：それでは時間もあまりないようなので 1 時間～1 時間半ということで本当にお忙しいところ申し

訳ないと思っております。今日のお話しでお聞きしたいことは（A チーム)4 名は最初、安全就業という

ところから就業中のいろんな安全を視野に入れてやっていたのですが、さすがに時間的にも足らないで

すし知識も無いということなので、安全就業での途上中の交通安全のことについて知りたかったので東

川さんから情報を頂けないかと思い、お願いしたわけです。そこで今日色々と準備してきました。これ

が私たちの作ってきた資料になります。全部で 4 ページありますが基本的にこの前の粟野さんが月間シ

ルバー人材センターという本を 3 年分くらい大学に持ってきてくださったのです。関係あるところをピ

ックアップしまして作ってきました。やっぱり情報が無いと色々考えることができないので、情報を得

れば得るほど「こういう見方もあるんだ。」と思って若干私たちのここ（人材センター）での経験を加

味しながらお話を聞かせて頂ければと思います。ヒアリングの目的としては就業中の事故は置いといて、

途上事故の減尐を最初の取り掛かりとしてこれから進めていきたいと思っております。将来的にといっ

ても来年度ですけど可能であれば就業中の事故などについても考えてくれればと思っております。今日

は途上中の事故の現状についてお聞かせ願いたいというのが今日のお話のひとつのメインです。もうひ

とつは途上中の事故の減尐させる取り組みで色々な講習会とかをやっていらっしゃるけれどそういっ

たことについてもお聞かせ願えればと思います。まだ私自身が月間シルバー人材センターレベルですけ

ど調べた範囲内でこんなことをやっていますがこちらはどうなっているのでしょうか？ということで

つくりを進めていきたいと思っておりますのでよろしくお願いします。 

まず最初にこのヒアリングするときの鉄則なのですが、まぁ東川さんがやるわけで属性なのですけど東

川さんは、今見たら理事なのですねぇ？ 

東川：私は特別会員なのです。 

豊山：そうですか。 

東川：ですから東大阪の市民ではないのです。 

豊山：そうなのですか。特別会員というのはどういったものなのでしょうか？ 

東川：いわゆる安全関係の知識のということでこちらにお世話になっております。元々サラリーマンで

安全関係のことを二十数年やりました。 

豊山：そうですか。 

東川：そういう絡みでこのセンターに入りお世話になっております。ですから平成 14 年の 6 月からお

世話になっております。会員ではないのです。 

豊山：そうですか。それは東大阪市民じゃないと会員にはなれないということですか？ 
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吉冨：正会員にはなれないです。 

豊山：東川さんがいくらなりたくてもなれないわけですね。引っ越さない限りは。 

東川：そうですね。ただ理事長が「東川は適任である」ということなので。本来はあくまでも市内の会

員さんということになります。 

豊山：それではよろしければ「警察ではない」とこの前お話した時におしゃっていましたがどういった

とこですか？ 

東川：民間企業です。 

吉冨：民間企業の安全の方を主に担当されていた。 

東川：警察官ではないです。 

豊山：民間企業の安全ですか。 

東川：そうです。民間の本社的機構の中でやっていました。ですから従業員が数千数百人ですかね。 

豊山：そちらの方でずっと交通安全の指導とか講習を担当なさっていたのですか？ 

東川：メインは交通じゃないのですよ。やっぱり製造業でしたから。就業中の労災事故ですね。労災関

係は就業中もありますし途上中もありますし、民間では通勤災害という表現があります。まぁどちらも

なんですが、就業中の事故というのがメインです。 

豊山：ナルホドですね。だからこういった話を聞けること自体学生がすごい刺激になるのですよ。わか

りました。次にですけど交通安全の講習を担当して何年になりますか？ 

東川：シルバーだけだと 8 年です。企業にいたころは車通勤に人もいてシートベルトを着用しているの

かを毎朝チェックして、していなかったらタイムカードの前に名指しでその人を発表したりもしました。 

豊山：でもシートベルト着用のおかげで死亡事故が減ったと新聞とかでもたまに取り上げられたりして

いますよね。 

東川：だから安全関係をやり始めてからだと 30 年近くやっていますね。本来ならここにお世話になら

なかったら定年ですけどね。 

豊山：わかりました。ありがとうございました。では次なのですが、安全講習会などの構成は東川さん

の今までの経験の中で組み立てているのですか？ 

東川：あのテキストはオリジナルです。今までの企業などの経験も踏まえてあれは作っています。ほか

のシルバーでは作ってないです。 

豊山：それはどういうものですか？教えていただいたら学生たちの勉強になるのですが。 

東川：シルバー人材センターで発行されている資料は途上事故の事例などが載っていません。ここでの

安全講習会は私が民間企業で教えていた新入社員向けの安全講習と全シ協や労働基準監督署、基準協会

のデータをもとに 60 歳からの新人に向けて手作りの資料で教えています。最近はパワーポイントを使

っています。 

豊山：ありがとうございます。今回の目的は情報をいただくのもそうなんですが、学生たちに私が見本

になってヒアリングの方法を見せることなのです。こういったヒアリングで質問するときには資料をし

っかりと読んで「ここはどうなっているか」といった質問が一番丁寧でしっかりと答えが返ってくる質

問だから、「どうして事故が多いのですか？」などの質問は一番答えが返ってこない。だからヒアリン

グをしようと思ったらそれだけ準備しないといけない。では 2 番のデータに基づいてなんですが、私の

持っているデータは議案書なのですけど、これを見ていくと 2005 年、６年、７年、それぞれ 17 件・15

件・17 件という事故の合計推移になっているのですが、この三年間で事故が増えたのには理由があるの
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ですか？ 

東川：これらの半分は途上事故で、平成 17 年から増えてきているのです。理由は就業先が増えて自転

車で行くことが増えたからで、そこでまずは途上事故から減らさないといけないと思い意識改善のキャ

ンペーンを取り組んでいこうと思いました。私たちは事故を減らすお手伝いをするだけで、会員自身が

気をつけないことには意味がないのです。センターでも途上事故は一番の問題になっているので何とか

しようと思っている。私が東大阪市シルバー人材センターにお世話になる前に会員の重篤事故（死亡事

故）がおこりました。 

豊山：自転車ですか？ 

東川：就業中です。 

吉冨：屋外の清掃作業中（製カン業）にカンをつぶすプレス機に頭を突っ込んで首が落ちた状態で亡く

なっていたという事故があったのです。そういった事故があったので東川さんに来ていただいた。 

東川：その事故の資料を調べてみると設備に欠陥があったのです。それ以後の取り組みは、事前に会員

に機械の説明をしたり実際に見てもらったりして、直接機械に触れるのではなく、あくまで補助的なこ

とをするように仕組みを変えていきました。今までは何でもかんでも受けていたのですが、これらは本

来のシルバー人材センターの本来の業務とは違うので変えていきました。あらかじめ受ける仕事の基準

を決めておいて、企業さんからかかってきたら出来るか出来ないかを早く判断する。そこでわからない

場合は現地に行って判断する。 

豊山：その絡みで尐し気になることがあったのですが、議案書を見て 91 年度から事故の合計を拾って

いきまして、これを見ていくと 96 年は事故合計が８件で実人員は７１７人で比率は１．１％です。ほ

かにも０．３%などあるのですが、このウェイトを大きいととらえるのか小さいととらえるのか。この

１．１％というのはある意味どうしようと事故は起こりうるので今のままでいいのだと捉えるのか、そ

れとも今まで一生懸命に講習をやってきたから小さい値に留まっているのだと捉えるのか。このあたり

を私たちはどう捉えていったらいいのか。私たちは１．１％という数字は大きくはないのではないか、

普通に生活していても起こりうる程度なのではないかと感じているのですがそのあたりはどうです

か？ もう一つのとらえ方は今まで一生懸命やってきていたのでこの程度でおさまっていたのだと、だ

からもうちょっとやらなければいけないのだと、というとらえ方の両方があるのですが、この数字に対

するスタンスをどういうふうに東川さんは考えているのですか？  

東川：私はこの事故率をあまり気にしてないです。安全のメジャーには度数率、強度率。だから経済の

アポイント、傷やけがの程度が高いのか軽いのか、その辺の判断はどこの企業でも同じです。ですから、

延べの就業時間で、発生した件数、人数を割るという、つまり 100 万時間あたり何人という計算ですね。

それでとらえますと、この事故率よりかなりの数字がでてくるのです。それから強度率、これが怪我の

程度です。ですから死亡事故がでますと、その数字が高いです。ですからこの数字が 0 に近づけば近づ

くほど怪我は軽微であるということになる。ですからその辺のところでみているので、あまり事故率を

気にしないです。 

豊山：私もその数字があるのは知っていたのですけど、この数字はどういうものなのだろうと思ってい

ました。でもやはり専門の人がみるメジャーというか尺度がありますよね。なるほどと思いました。 

東川：ですから、私は企業さんのほうに行ったらすぐに強度率、度数率はいくらですかと聞きます。こ

れは世界共通の基準です。それを聞いて数字の高いとこは結構怪我が起こっている、怪我が起これば生

産も安定しないし品質も悪いという流れができてしまうのです。ゆえに度数率、強度率を中心にみてい



36 

  

ます。 

豊山：東大阪市のシルバーセンターの度数率、強度率というのは高いですかね？ 

東川：波がありますね。2008 年には一気にぐっと下がっていて、度数率は低いです。ところが、強度

率は高かったです。ということは、1 件の件数でも長期間かかっているケースが多い。2009 年は倍ぐら

いに数値が上がっているが、度数率は 2008 年よりも下がっている。ということは 2008 年は件数は尐

ないですけど起こっている事件は大きい事故であるということになります。 

豊山：なるほど。自分たちもそういう感覚をもたなければいけませんね。 

東川：度数率と強度率で他の企業さんをみてもらえばよくわかりますよ。1 つの基準というものは製造

業の基準と結びつけられます。 

吉冨：度数率や強度率は議案書の一番下に書いてあります。事例のほうにどうしても目がいってしまう

ので、なかなか見ないですよね。実際途上事故といっても本人の自覚の問題ですからね。なかなか東川

さんがああだこうだ言っても最終的に本人さんに自覚してもらわないと。 

豊山：東川さんの申し込み講習会はそういう意識づけに繋げられているかと思いますけど、意識づける

のに何かほかにいい案はありませんかね？ 

東川：地方労働災害防止協会、厚生労働省の外郭団体ですかね、そこからの安全の指標の中から全国の

災害の情報といった資料が毎年 1 回発行しています。 

豊山：先のものは、度数率は下がったけど強度率は上がったという捉え方でよかったんですよね。で、

次ですが、今後の展開に繋がるのではないかと私的に思っているのですが、このデータは保険が下りた

ものをピックアップしていると思うのですが、そうだとすれば保険を使うまではいかないけれどといっ

た小さな事故がかなりおこっているのではないかというのが 1 つと、千葉県の横芝町というところのシ

ルバー人材センターの職員の人が保険の適用までいかない小さな事故、ヒヤリハット事例を聞いて収集

していると本に書いてありました。そこで聞きたいのですが、この保険が適用されない小さな事故の情

報は入ってくるのですか？ 

東川：全部というわけではないのですが、植木の剪定班があり、その会議のなかではそういった情報は

でてきます。ですが私自身が完全に把握しているわけではありません。今まで月間の行事としてヒヤリ

ハットの報告をしてくださいというような取り組みは過去にしましたけど、横芝町のようにまではやっ

てないですね。 

豊山：私もこの尐ない情報の中で、こういったとらえ方もあるのではないかと提示しただけでも、今日

お時間をとっていただいた甲斐のようなものになるのではないかと思って一生懸命探そうとしている

ところなのです。で、システマチックに吸い上げるというのができてないですし、吸い上げたからとい

ってどうにかなるわけではないでしょうけど、月に 1 回の会議の中で報告してくださいということを班

の中でやっているということなのですね。 

東川：とくに剪定班については作業を開始する前に朝礼をしています。その中であるいは終ったあとで

ミーティングがありますので、なにかあればそういう場でだす。それをお互いに情報としてほかの会員

さんにも伝えるという形のものを完全ではないのですけど今やりつつあります。 

豊山：（学生に向けて）私もこういう世界には素人なわけで、プロの人に質問しようとしたらそれなり

に調べないといけない。だから手間を惜しんではいけない。ということでなにか質問はありますか、こ

こまでで。 

杉田：事故の事例をみたときにそれをどう改善しようと考えますか？ 
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豊山：雑駁な質問やな（笑）。 

東川：仮に事故がどういう風に起こったのかを調べてからそれについて安全委員会をひらいて実際にそ

の事故の内容を説明して同時にその時には現場の写真をそえて、こういう場所でこういう時に事故がお

こったというのを委員会で説明して、他の会員さんにどのような情報として伝えればいいかを検討し、

たとえば信号をしっかり見るとか、何か具体的にお願いを決めて、それを途上事故ニュースという形で

「A という会員さん何歳がここのここでこういう形で事故に遭いました。他の会員さん、こういうこと

を守って下さいね」というふうに A4 一枚で、途上事故ニュースというような形で、地域の近くの方に

限定するか、全部の会員さんに配るべきか、それを判断して配っています。それで、シルバーの会員さ

んなので文字がたくさんだと見ません。だから、「あ！あそこだな」と事故の現場が見てすぐわかるよ

うな写真付きで「あ！ここ注意しないと」というような意識をちょっとでも、持ってもらいたい。あく

までも、本人がそういう意識を持ってもらわないといけない。 

豊山：やっぱり東川さんは交通に関して有能な方なのですね 

吉冨：死亡事故を受けて来ていただいた方なので、そっちの方にも力を入れないといかん、ということ

で東川さんにきてもらいました。 

東川：ニュースは、事故が起きてから発行するまでがだいぶずれています。 

豊山：ニュースに載っているところは、実際に起こりやすい所なのですか。 

東川：車の往来が多い所ですからね。 

豊山：たとえば、このような図で言うと。4 ページの最後なのですけど、（3）のところの茨城県牛久市

の老人シニアクラブのヒヤリハット地図なのですが、こちらのセンターでもあるのですか？ 

東川：こうゆう地図を一時作ったのですが、完全には活用していません。過去に事故が起こった場所を

地図に貼りながら色々検討したのですが、バラつきがあり、ここは！という場所はなかった。 

豊山：仮にこれを出しても「注意して下さい！」という意識付けにはなりますが、「この個所が危ない

ですよ！ 事故が起こりやすい場所ですよ」というのではないわけですね。 

東川：そうですね。予告ではなく、ここの場所で起きました！ということだけですからね。 

豊山：これでも、意識付けの問題では、とてもいい事だと思います。教えてもらった、事故が起こりや

すい場所です！というところの共通点を私たちも探してみたのですが、そこに法則らしき所が見つから

なかった。 

東川：そうですよね。事故後の会員さんへのヒアリングなども大事かなとも思います。それを十分にで

きていれば、ということになるかもしれません。 

豊山：それから、もう一つ。その絡みで行くと事故関係での警察との絡みはどういうふうに、なってい

るのですか？ 情報の交換という意味で。 

東川：警察との情報の交換は、この間枚岡の警察署の方から、講習で来てもらって行ったのですけど、

一般的なことというか、「外環状での途上の事故が多いですよ」という話の内容でした。突っ込んで、

警察と交換などそういう事は、踏み込んでしてないです。だけど、今までの講習会というものが抑えと

してなかなか出来てなかったので、今年初めて枚岡の警察署にお世話になって、瓢箪山での交通安全の

講習会に参加しました。なかなか難しいことで、就業していただいてる会員さんを中心として行うのが

一番いいのですが、その就業の会員さんが集まるかが問題ですね。 

豊山：これ、牛久市の老人クラブのものですが、本当に細かく 44 くらいあるんですよ。細かくあれば

あるほど、僕は情報が伝わらないと思ってるんですよ。どれを見ればいいか分からないという状況にな
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りますから、だから、かりに警察署などとタイアップして、こことここが多いですよ！とピックアップ

出来れば、なおかつ、入会説明会に来られた時に、渡せるようなかたちであれば、交通安全をしながら

事故を減らすだけでなく、交通安全講習を受けられるということで、会員獲得の一つの手段になればな

と、考えています。 

東川：それ以外は、春と秋の交通安全の習慣運動がありますね。そういうところで、警察からリーフレ

ット頂くのですが、そこには一般的な交通事故なのですが、ここの個所は！！というものもありますの

で、そういうものは事前に頂いてそれを会員さんに配るということは、前からやっていました。 

豊山：ありがとうございます。各種対策ということで、３ページ目お願いします。色々なさっているの

ですが、自転車、徒歩、卖車この３つはよくお話してもらったのですが、車ですね。他の所では、例え

ば普通免許を持っている人を対象にドライバー適正テストを実施していたり、それから神奈川県の座間

市では、シルバードライビングスクールを行っていたりと、このようなことを行っているみたいなので

すが、就業場所に当然車で向かうこととは思いますが、これは、就業中の事故防止につながって、ひい

ては、センター会員になろうという刺激を与え、高齢になってからの運転は、家族も心配ですが、自分

自身も心配なわけですね。チェックを与える機会がないのでこういった機会があれば魅力になるのでは

ないかと考えました。車に乗っているシニアの方に関しては、東大阪市のシルバー人材センターとして

は何かなさってますか？ 

吉冨：講習会とかはとくにやってないです。ただうちの場合には発注者所有の車の運転という業務はお

受けしておりません。 

豊山：あー、そうですか。 

吉冨：あくまでセンターが所有する車両の運転に限るということです。 

豊山：なるほど。 

吉冨：東大阪市内の看板撤去とか、駅前清掃、というものがあるんですけれど、うちで車両を用意して、

うちの車両でいってもらってもらうというケースがありますけど、発注者が自分で車を用意してそれに

乗るということはございません。 

豊山：運転業務を受けていない、運転業務につくような仕事はほとんどないと。 

東川：とくにリスクが高いという判断で受けない。 

豊山：そうですか。 

東川：よくほかの事例がありまして、この間も高齢者の方が車の中で突然意識がなくなって他の店に…

という事例もございますので。 

豊山：リスクはリスクなんですけどもそれを受けないということは、発注自体は尐なくなり…。 

吉冨：そうですね。5 年くらい前までは、一部受けていた部分があるのですけども。事故とかの問題も

あるのでね、理事会のほうでそれはやめようということになったのですよ。 

豊山：事故実際にあったのですか？ 

吉冨：実際直接あったわけではないのですけどね、あったときにどうするのやということになりまして

ね。 

東川：大阪府下にもいろいろ問い合わせをしたのですけれども、「何かあったとき問題や」とみなさん

から出てくるのですけどもそこからさきはいってなかったということです。で、今まで受けていたのは

猶予期間ということでその間で長期的雇用に変えていただきました。 

吉冨：シルバーでの契約はできないので直接雇って下さいと。ほとんどが福祉施設の送迎だったですね。
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フルタイムの仕事だったらハローワークにも出せるんでしょうけど、朝 2 時間、あいだ飛んで夕方 2 時

間とかなると雇用で人を雇うのはなかなか難しいみたいですね。 

豊山：運転の安全が確保できれば、まさにシルバー人材センターにうってつけの仕事のように思えるん

ですが。シルバーの人がシルバーの人をお送りするので気持ちとかもよくわかるだろうし。 

吉冨：人身事故とはなかったようですが、東大阪は狭い道が多いので物損事故はちょっとあったみたい

ですね。それをあくまで発注者の方で対処してもらっていたというのが現状ですね。 

豊山：2 ページ目すいません。ちょっと気になったのが 2 ページ目の（2）の②ですね。電動アシスト

自転車というのが普及してきていて特にお年寄りの方が乗っているのをよくみます。私の家にもあるの

ですけども、慣れるまでに尐し大変なのですね。それに対する講習とかいうのはどうなのでしょう。 

吉冨：そういうのはちょっとないですね。 

東川：ただこれは聞きますね。これは結構スピードでますよね。加速なら速いって言いますしね。 

豊山：これからどんどん普及してきていますしね。 

吉冨：高齢者が利用する頻度増えますよね。 

東川：今までにこの電動自転車で事故にあったというのはないんです。 

豊山：ないのが不思議なくらいで今後はね…。あと学生質問して。 

木澤：今年は今日までで事故があった件数ってどのくらいですか？ 

東川：７件です。途上事故が２件です。７件のうち１０月に４件あったんですよ。そのうち植木の剪定

の転落事故が２件です。 

豊山：それは同じ日に？ 

吉冨：いいえ。違います。 

木澤：２件の途上事故なんですけど、あんな風に地域班の地図とかのってるじゃないですか？ どのエ

リアで多く発生しているとかわかりますか？ 

東川：そこの新町と、花園ラグビー場の西側通りです。 

木澤：やっぱり交通量とか多いんですか？ 

東川：新町のところは、交通量が多い中で信号がないところを北から单に渡ろうとしたことと、もう１

つは裏道で夕方に路地から小学生が飛び出してきて会員さんが小学生の自転車で当てられたんですよ。 

唐門：安全パトロール中でルールを守られていないところはどのくらいありますか？ 

東川：今まではないです。 

唐門：またパトロール中どのようなことに注意していますか？ 

東川：危険を予知して、たとえば道具が挟まれないだろうか、切れないだろうかといろいろ見ているん

です。要はその人が正しい作業なのか動きを見ながら、物と人との間でのポイントで挟まれないか、巻

き込まれないか、切れないかというところをいろいろ見ています。 

今田：事故の話をしていたときに会員の意識を変えさせるためにやっているキャンペーンてどのような

ことをやっているのですか？ 

東川：意識を持ってもらうために「安全第一」と書いたシールを自転車の後ろに貼ってもらいました。 

豊山：新聞記事を見ていたんですけれども、とても面白かったのが、自転車の死亡事故６４パーセント

以上が高齢者ということで、もちろんシルバー人材センターだけではなくて警察自体がこういったこと

を何とかしないといけないと思っているわけですから、こういったシルバー人材センターでの試み自体

も警察署とタイアップするなりして一環として位置づけることが出来ると思います。そこで面白かった
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のが、高齢者向けの自転車を開発しているが、ただの安全性あるいは機能性だけで作ると売れないって

いうんですね。ある程度の格好よさがないといけない。この「安全第一」というステッカーについても、

もう尐しそういった点を考える必要があるんじゃないでしょうか。またついでに「シルバーは仕事をお

引き受けします」というのも付けて（笑）。これは『月刉シルバー人材センター』のなかの記事の受け

売りなんですけど。そこには理事の方の庭のフェンスに「お引き受けします」というのを貼ってもらう、

ただで広報できるということが書いてありました。今日はありがとうございました。 

以上 
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ⅱ）Bチーム「地域班ヒアリング調査」2010年 11月 1日（月） 

 

■ ヒアリング資料 

ヒアリングの目的： 

①会員に対するセンターからの情報提供の状況について聞く。地域班の人に「もっとこうしてもらえれ

ばありがたい」という話を聞く。 

②地域班の活動、会員同士の相互交流について聞く。 

予備知識 

・地域班は 69班 10ブロックに分かれ、＠500円×会員数分の助成を受けている。 

・センターが地域班に対して助言・協力をしている。 

・センターは『燻』で地域班の活動を紹介している。 

 

質問内容 

１ 地域班の全体像をまず聞く 

１）ヒアリング相手の属性を知る 

  ①会員になって何年か？ 班長になって何年か？ 

  ②どうして会員になったのか？ 何でセンターの存在を知ったのか？ 

  ③センター経由で仕事をしたことはあるか？ どのような仕事？ 

  ④センターの班長以外、たとえば地域における役職についているか？ 

２）地域班の全体像を押さえる 

  ①地域班内の会員は何名か？  

  ②地域班はどのような活動を行っているのか？ どういった企画があり、それらにどのくらいの会

員が参加しているのか？ センターからの助成は何のために使われるのか？ 

  ③地域班の運営に関して、センターはどのような援助をおこなっているか？ センターに対してど

のような要望があるか？（会員から仕事が紹介されないという不平を言われ、センターがそれに

対忚したというような事例はないか？） 

２ センターの広報活動（情報提供）について聞く 

１）『燻』について 

  ①あなたは『燻』をどんな交通手段で配っており、配る際の苦労は何か？（相手が長くやっている

人であれば、後継者になりそうな人はいるのか、も聞く） 

  ②『燻』の内容についてあなたはどう思うか？ 他の会員はどのように評価しているか？（他の会

員から『燻』の評価を聞いたことはあるか？） 

  ③『燻』の内容、レイアウト（字の大きさなど）、配付方法についてこうすればいいのに、こうし

てほしいという要望はあるか？ 

２）『燻』以外について 

  ①あなたがセンターから受け取る情報は、『燻』以外で、どういった経路があるか？（HP） 

  ②あなたが、地域班以外の活動で、会員以外にシルバー人材センターへの入会を勧めるようなこと

はないか？（あればその経路でのセンターの広報活動の充実についても考えたいと思う） 

以上 
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■ ヒアリングテープおこし 

 

豊山 はい。それでは、今日お聞きしたかった事は、この 4 名何を考えてるのかと説明いたしますと、

広報活動についてです。シルバー人材センターの広報活動に関して何かお手伝い出来ることがあればと

思い、そのあたりの事を調べてみようと思って今日来ております。ただ広報活動って言っても色々あり

ますよね。企業に向けて広報する場合もあれば、それから個人に向けて仕事を発注して欲しいという形

で広報する場合もあればですね、色々あるんですが、今日特に念頭においてたのが、燻を中心としてで

すね。で、地域班の方々が燻を配っていると聞きましたので、まず会員相互の会員に対するこのセンタ

ーからの広報活動ですね、その辺りをお聞きしたいなと思って、今日は時間を取って頂きました。で、

もちろんこれだけじゃちょっとわからないでしょうけども、おいおい説明していくなかで、具体化して

いきますので、宜しくお願いしたいと思います。えーと、それでですね、まずあのえっと質問をほんと

はこれ刷ってきたらよかったんですけども･･･ 

吉冨 コピーしてきましょか？ 

豊山 えっとではお願いします･･･ 学生には渡してあるのでー･･･ 

吉冨 では、こちらの 3 枚だけで？ 

豊山 はい お願いします。 

吉冨 わかりました。 

―吉富さん一時退室― 

豊山 粟野さんも長いんですか。シルバーにかかわって？ 

粟野 10 年近くですね。 

豊山 あっ そうですか。 それはもう定年なされてから･･･？ 

粟野 もちろん会員となると、あ 事務局は別ですよ。 会員となりますと一忚･･･60 以上という事で。

60 から登録制なんで。 昔僕らの時はもう自動的に入れたんですよね。 

中塚 あーそうですね。 

豊山 あ そうですか。10 年前は自動的に･･･10 年前ですか？ 

粟野 10 年前ですね。あ 5、6、年前からああいう制度にしたんですけどね。 

豊山 あー 

粟野 それまでは自動的にここへ、事務所にきたら、名前と必要な事を書けば、用紙があって、で自動

的にもう会員になれたんですよ 

豊山 そうですか。じゃあ今はああいった面接･･･ 

粟野 今はあの一忚皆さんお手伝いしていただいてます説明会をさしてもらって、でよければというこ

とで了承を得てから個別に入会するという意思がある人だけまた別に来ていただくというシステムに

なってます。ですから今はもう自動的に入れるという状況ではないのです。 

豊山 ふーん なるほど。 

粟野 だから試験があるわけじゃないし、資格の試験があるわけじゃないし 60 以上の人は皆基本的に

本人が希望すれば入れる訳ですよ 

豊山 そうですね。 えー中塚さんはもうどれくらいになるんですか？ 

中塚 あのね、えー現在ね、9000 番くらいかな？新しい人でね。自分は 4003 番ですね 

豊山 9000 番くらい･･･ 
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粟野 僕はね、3500 番代くらいですね。 

―いつの間にか吉富さん復帰― 

吉冨 現在 9196 番ですね。新しい人で。 

豊山 あー もうそんないってますか。 

粟野 項番に番号をつけてるんですよ。1 番からずっと。 で僕が 3549 番。その頃になるとやっぱ 7、

8 年から 10 年くらい前にになるんですよ。 

豊山 あー なるほど。 

吉冨 でー古い人で 101 番で 86 歳の人がいます。 

豊山 101 番で 86 歳ですか。 

吉冨 はい。この前表彰されたんですって。 

粟野 ただ、欠員になって抜けていくと補充しませんので番号はもう自動的に増えていきます。 

豊山 なるほど、なるほど。 

粟野 だから会員はじゃあ 9000 人いるのかと言われれば、そうじゃなくて現在で 2000 くらいしかい

ません。 

豊山 そうですか。 ･･･中村さんはどれくらいですか？ 

中村 そうですね。僕はまだ入って間がないんです。 

豊山 あっ そうですか。 

中村 はい。それで仕事をやりだしてからはまぁ 5 年はなりだすんですけどね。ほんで今回副をやって

頂けますか言う事で、お聞きさしてもうてまだ日にちが浅いもんでね、なんで内容的に詳しい事は僕も

あんまりわかりませんねやわ。でもまぁ、お世話をね、配布なりね、封筒に入れ込むとかね、で、お一

人お一人のやっぱり仕事のメンバーとしてどういうお方がおられるかとかを配りながら出会いが一番

大切やなと。出会いの中にも今現在こういう不況の時なので、どのようになされてるかなぁとかそうい

う風な出会いがあった時にはですね、お声をかけさして頂いてお互いに頑張っていきましょうとお伝え

さしてはもらっている状態です。 

豊山 はぁー なるほどです。 ･･･すいません。ちょっと学生に教えながらやらないといけないもの

なので･･･（汗）  ヒアリングする場合には最初どういった方かちゃんと聞いとかないと、聞きたい

ことがあっても、いきなりそれを聞くと、あとからまとめる時にこの人どんな人だったかなとなるので、

最初どんな人なのかちゃんとお聞きして、それから絞っていかないといけない。  あっ すいません 

ではお願いします。 えっと一忚ですね、今日聞きたい事は全体像を聞くという事で、まず①からいき

たいと思います。今簡卖に中村さんから若干お聞きしたんですけども、①の会員になって何年かという

のは今お聞きしたんですけど、班長、副班長になられて何年ぐらいになられるんですかね？ 

中村 僕はまだ浅いでもんね。 1 年もたってないですから。 

中塚 あー そんなもんですか。 

豊山 ではお二人とも 1 年くらいという事ですか･･･？ 

中塚 いえ 自分は地域班が最初に出来てくらいからです。 地域班は項番に立ち上げていったので地

域ごとに出来た時期は違うんですがね。 

豊山 なるほど 

吉冨 でも一番早かったんじゃないですか？ 荒川班 

粟野 まぁ最初に出来た班ですからねー 
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豊山 へぇ 最初に出来たんですか。 

吉冨 大所帯なもんなのでいっぺんに立ち上げっていうのが無理なので･･･ 

豊山 そうですよね。 

吉冨 だから項番に数箇所づつ立ち上げていったんですよ。 

中塚 確かこれ 16 年にできたんです。 

豊山 平成 16 年できたんですか 

吉冨 そうですね。 6 年前になりますかね？ 

中塚 最初は 5 つの班が出来たんですよ。 今はね、大分出来てますよね。 

粟野 今は 69 班ありますね。  言わば校区で別れてますからね。 

吉冨 現在はこんだけあるんです（資料を渡しながら） 

豊山 あぁー なるほど。 

吉冨 それをグループごとになんぼか分けて･･･ 

豊山 なるほどですねー   ･･･欲しいなこれ。（ボソッと）   

吉冨 それはかまいませんよ あとでコピーかなにか渡します。 

豊山 ありがとうございます。  あとは、メインはですね先ほども言いましたようにこの②番のとこ

ろなんですね。 センターの広報活動についてという所で。情報提供について聞くというのがメインで

すので、まぁそこまでパッと早くいきたいんですが、ちょっと前もって全体像をつかんでおきたいので、

まず 1 番の②ですけども、どうして会員になったのか、若干今中村さんがおっしゃった事･･･中村さん

はお手伝いがしたいという事でー･･･ 

中村 えぇ 僕はですね。 やっぱり会社退職し、定年したのちは、なんとかね･･･ 体もまだ動ける

状態ですし、仕事に対して今まで経験のない仕事をやってみようという心境でまぁここによせて頂いた

んが発端ですね。 あと今まで友達関係が尐なかったんですよね。 そしてやっぱしこういう職場につ

かさして頂くといろんなお方との出会いが出来るんで、そういうのと仕事といっぺん出来るか出来ない

かやってみないとわからない事なんで、いっぺんさして頂こうと思ってこのセンターによして頂いて、

じゃあやって頂けますか言うことでね、今関わりをさしてもらってて4人ペアでやってるんですよ。 お

一人お一人の思惑が個々に違いますんで、そのなかで揉め事がまぁ一番苦手なんで、僕にしたらね。 と

ころがやっぱし皆さんの気持ちが一体化なってね、何もなく毎日明るく仕事をさしていただける場が今

与えられてる事に対してね、今一番嬉しいなとこのように思わさせてもらってますね。 

豊山 今なにかなさってるんですか？ 

中村 今はセンターさんから団地の清掃をさして頂いてます。 おかげさまでよくさしてもらってるん

で喜んでおりますんですけども。 

豊山 うるさくないですか？ 住民？（笑）  

中村 今の所は苦情聞いてないですけどね。 一回あったんですけどね。 仕事中にタバコ吸う人が注

意されて一回やめさされた事があるんですよね。 まぁこういう事は信用問題なりますからね。 です

んで、そういう一人の方がおられた言うくらいですね。 

豊山 はぁ。 では中塚さんは会員になった理由というのは？ 

中塚 自分は特殊じゃないですかね･･･ 自分の場合は、説明は聞きにきたんですけどね、登録はして

なかったんですよね。 それでたまたま家内の友達の会社からシルバーからの依頼で一人やめるんやけ

ども仕事どうですかって言われてね。 で登録だけしといて下さいって言われてね。 シルバーとの契
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約の仕事なんでね。 それで登録してその会社に 8 年間いったんですよ。 

豊山 へぇー そうなんですか。 

中塚 それでその人がたまたま定年で辞めるとなったので、それやったら一緒にやめよかなと思ってで

すね。 そういうケースです。 これはやっぱり特殊ですね。 

豊山 それは、最初は登録してなかったけれども、知り合いの会社から言われて登録したって事ですね。 

中塚 それで登録したらシルバーさんから連絡があってですね 

吉冨 登録される前からね、シルバーとそのある会社とはつながりがあって･･･ 

中塚 そうそう 

豊山 あー なるほどね。 

吉冨 仕事の内容は宿直業務。 1 年 365 日が宿直業務やったんですけどねずっとつながりがあって、

その二人でいってはりまして、一人が体調不良で辞めはるって事になった時にね、たまたま中塚さんの

奥さんにお知り合いがその会社に勤めておられて、でその中塚さんの奥さんにね、あんたとこの旦那さ

ん遊んでんねやったら、こんな仕事をしたらどうやって話になってね。 ただシルバーとの契約がある

んでね、会社直では雇えないと。 だから仕事したいのであればシルバーの会員として登録しはってう

ち来たらええがなという話になって登録しはったという経緯ですね。 

豊山 あー わかりました。 

中塚 いろんな偶然があって、61 でまだ嘱託にいっとってその時からもう依頼があったんですけどね。 

こっちの方にきませんか？ってね。 それでこっちの方にきたんですよ。 

豊山 なるほどー その前にはシルバーの存在をもう知ってはった訳ですね.。 

中塚 はい 説明は聞いてましてね。 

豊山 その説明会にくる前の時点でもう知ってはった訳ですね。 

中塚 市の広報とかで知ってましたね。 

豊山 あー 市の広報ですか。 いや、どうして広げていくかってのを考えているので、我々どこにま

けばいいのか、どこに行って色々やればいいのかって常に考えておかないとですね（笑）  その･･･

中村さんの場合はこれも市の広報かなんかでー･･･・？ 

中村 いえいえ 僕はもう自分で、ここへ求めてこさしてもらったいうことですね。 

豊山 その場合なにでシルバーを知ったんですか？ 

中村 あのー 僕の知ってる方がですね、今シルバー人材センターさんで働かさしてもらってんねんけ

ど、働くんやったら一回人材センターで聞いてみたらどうか言うのがきっかけですね。 

豊山 なるほど。 知人経由と市の広報経由って事ですね。 その粟野さんはどういう？ 

粟野 僕はあんまりここの事知らなかったんですよね。家内が情報を仕入れてきてそれよりもね、定年

になると急に仕事ってなにもせん訳ですよね。する事無いわけですよね。それに困っちゃってね。 そ

れで職安いったりしたんですがね。 だからここに入ったのは 64 くらいだったと思います。4 年くら

い過ぎてたと思います。 

豊山 あー そうですか。 

粟野 それまではツレの仕事ちょっと手伝ってくれって事があったので手伝ってました。 まぁアルバ

イトみたいなものなんですがね。その 4 年ちょろちょろしてる間家内がどこから仕入れてきたのか未だ

に知らないんですが、シルバー人材センターに登録しろと言うから･･･ 

豊山 三者三様ですね。 奥さん（笑） 市の広報、知人と言う形で。 
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粟野 それでここに来て、まぁ当時は今言うように何もなかったので用紙を書くだけで自動的に会員に

なれた訳ですので。 それで会員になったと。 

吉冨 でもしばらくは無かったですよね？ 入会されてからね。 

粟野 入会してから約 1 年くらいなかったですかね。 

豊山 その場合粟野さんはセンター経由で、１の③に入っていく訳ですが、そのセンター経由の仕事っ

ていうのはどういった事をしたんですか？ 

粟野 最初はねここの仕事やないんですけども、自転車の整理に 1 ヶ月だけ行きました。 人がなんか

トラブルがあったのか知らないけどいなくなったみたいだったので、急にという事で 1 ヶ月だけ行きま

した。 

吉冨 それはシルバーとの契約やなしに直接雇用というのがあるんですよね。 

豊山 はい。 わかります。 

吉冨 その直接雇用の方で行かれたんですよね。 多分。 

粟野 それはシルバーの方でうちら関係ないんだけども、紹介だけするわと言う事で、1 ヶ月だけ行き

ました。 その･･･ 補充で行ったんですよ。 

豊山 はい。 なるほど。 

粟野 だから 1 ヶ月経つと自動的にその仕事は無くなるんですよ。 

豊山 あー なるほど。 

粟野 それから 2、3 ヶ月ほどしてから民間の事務員の仕事をしました。 

豊山 え？ それはここ経由で？ 

粟野 ええ ここ経由です。 これはもう純然たるここ経由です。 

豊山 ふむ。 

粟野 それもね。ずっと仕事がないんです。 ですんで、1 人でいいよという事なんで、朝 9 時から昼

の 12 時までだけなんです。 だから午後は他の人が来るとかそういうローテーションは無しでした。 

そこで事務所で事務の仕事を、台帳つけたりとそこはコンピューターでやってませんでした。 台帳つ

ける昔寄りの会社でした。 それを約 1 年くらい行きました。 でそこが事業縮小という事で人がいらな

くなったので辞めさしてもらって、それから、市のアリーナで駐車場の受付で車両の出入りの管理など

をやってました。 そこでその仕事を 2、3 年やってそのあと引き続いて駐車場が機械化したんですよ

ね。 それで人がいらなくなって、自動で、もう機械がすることになったので、人が全然いらなくなっ

ちゃって、それで当時僕含めて 5 人いてたんですよ。 4 時間ずつの交代で晩の 9 時までやってますか

ら、朝 9 時から晩の 9 時までなんで、1 日交代で 4 時間、5 人でローテーション組んでたんですよ。 で

5 人で組んでるって事は土曜日、日曜日関係なしにまわってくるんですよ。 あるいは偶数で組むと、

日曜日の人は日曜日ばっかりあたるとかありましたね。 4 人で組むといいんですがね。 朝昼晩、朝

昼晩とこうくる訳ですよ。 

豊山 で、それが終わったあとここの理事になったわけですか？ 

粟野 その就業中に理事になりましたね。 もう理事になって 3 年半かな･･･？ それがまぁ機械化さ

れたので、プールの受付業務に行ったんですよね。 そこでもローテーション制なんですが。 

豊山 あぁ 東大阪のアリーナですか？ 

粟野 そうです。 今もプールの受付は行ってますけども。 

豊山 あ そうですか。 僕の息子もたまにあっちで水泳しますから･･･ 大会出ますんで。 
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粟野 そうなんですか。 あ、でも大会の時はいないんです。 

豊山 え そうなんですか。 

粟野 大会の時は出入り自由なので大会の係員がいるんですよ。 我々はその日は休みになっちゃうん

ですわ。 

豊山 あー そうですか。 じゃあお会いしたことはない訳ですね。 残念ながら。 

粟野 そうなんですよ。 大会の時は我々定休日になってしまうんですよ。 

豊山 なるほど。 そうなんですか。 ありがとうございます。 では中村さんはセンター経由で･･･ 

あ 項番に中塚さんからいきましょうか。 中塚さんはセンター経由で仕事っていうのはどういうので

すか？ 

中塚 今までやったのって事ですか？ 今までやったのはですねー･･･巡回･･･かな。 

吉冨 それは宿直業務の中の一部として巡回って事やね。 

中塚 あー そうやね。 

吉冨 じゃあメインはその宿直って事やね。 

中塚 はい。 それを 8 年間やりました。 それで今現在はそれ辞めてから･･･もう 3 年くらいなりま

すね。 

吉冨 今はスポット的な仕事にちょっと行ってもらってますね。 

中塚 ちょこちょこっとね。あ 去年はあれ行きました。 成形の国家試験の補助みたいなの。 

吉冨 なんかプラスチックの型つくるのに国家試験がいるらしいんですよ。それが東大阪の産業技術支

援センターいうとこであって、それのための準備、機械を暖めたりね、不良品を破砕機に投入したりね。 

それはまぁ期間がある仕事でね。 大体 6 月の後半から 8 月のお盆過ぎぐらいまでしかやってないんで

すよね。 

豊山 はい。それで、中村さんはさっき団地の清掃今やってはるってお聞きしましたけど。 

中村 はい。そうですね。 

豊山 では 1 番③まで終わりましたけど、④なんですけどもセンターの班長、あるいは副班長以外の仕

事ですね、例えば地域の自治会なんかの。 そういったのは無いですか？ なぜこう言ったことを聞く

かというと･･･ 

中塚 やってないですけど、月にね 2 日ほど安全交通協力言うんかな？ 

吉冨 アイガードとは違うんですか？ 

中塚 アイガードとは違います。 旗をもって学生の登校と下校の時のね。 あれを月･･･自治会 4 つ

あるんですけどね、それを各週ごとに分けて月 2 日ほどやってます 

吉冨 それはボランティアですね。 

中塚 ええ それはボランティアでです。 

豊山 中村さんなんかありますか？ 

中村 そうですねー 僕はまぁあの今最近では封書･･･入れさしてもらったのを地域のメンバーのお方

に先ほどもお話したようにお配りをさして頂く,まぁそれだけでもいいからいっぺんやってみて欲しい

って言われましてまだ 1 年足らずぐらいですんでね。 地域班としてお配りをさせて頂いてますんで。 

豊山 なるほど。 粟野さんはこちらの理事で、もう駐車場の方は行ってないわけですよね。 

粟野 ええ もう行ってません。 

豊山 あとその自治会とか趣味の会とかは･･･？ 
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粟野 他はもうなんもやってません。 色々話はあるんですけどね。家内と二人だけですから。 子供

出て行っちゃって。 家内は自治会やってます。 なので二人ともでるって言うのはちょっとね（笑） 

吉冨・中塚・中村 （笑） 

豊山 なるべく一緒にいないほうがいいってことですね（笑） それはわかります。 

粟野 そうですね。 二人で牛耳ってるなんて言われちゃね。まずいんで。 僕は自治会の方には一切

出入りしないようにしてるんですよ。 お断りしてるんです。 家内おおいばりで行ってますけど。 

豊山 いや よく聞くのがですね、なぜこれ聞いたかって言うと、いろんなありますよね、行政が音頭

とってなんとか･･･地域班はこちらですけど、なんとか委員とかなんとか会とかありますやんか。 そ

れで、色々あるからその地域はすごくよく色々やってるんだと。ところがふたをぱっと開けたらですね

全員同じ人がやっとったという方がいてね。 そのパターンが結構あるみたいなので、そうなってきた

ら地域班に割ける時間は尐なくなってきますから、まぁ大変だろうなとこちらもイメージを持たなけれ

ばいけないんですけど、そういう意図があって聞いたまでですんで。 なにも牛耳ってるとかそんなの

考えてる訳ではありませんので（笑）。 

では学生の 4 人、なにか聞くことがあれば･･･  無理に聞かなくてもいいけど、ある？ なんか？ 

余田 粟野さんが理事になったのはそのセンターの要請でですか？ 

粟野 そうです。 はい。 いきさつは知りません（笑） 

豊山 いきさつは聞きたいけど、聞いていいのか･･･（笑） 

粟野 いやいや いきさつは知らないんですよ。 

吉冨 一忚あの、理事選考委員会っていうのがありますので、そこにまぁ事務局から推薦とで最終的に

はその理事選考委員会っていうので決めますので。 

豊山 はい。 では、すいませんけど次プリントの 2 番の方に、今 25 分くらい経過してますのでえー

と 2 番の方なんですが、地域班ですね、その会員が何名かって言うの･･･先ほどなんかおっしゃってま

したよね。 正確ではなくていいので大体ね･･･ 

粟野 今現在 37 名ですね。 

吉冨 37 名くらい？ 

粟野 現在はね。 

吉冨 荒川班が 37 名ですね。で、永和が 17 名。 

中塚 はい。 永和は 17 ですね 以前はもっといたんです。 50 名近く。 

豊山 ふーん 

豊山 荒川ってどのへんですか？ 

吉冨 えっと 西側ですね。 ちょうど近鉄奈良線と大阪線の間。 

豊山 あぁー あります あります 

吉冨 JR より西側の方ですわ。 

豊山 あー はい。 わかりました。あの辺りですか。 

中塚 で、布施警から西の方が俊徳。 

豊山 えぇ まぁ永和はわかりますんで。（笑） えー では次、地域班の活動です。2 番の②なんです

けども、もちろん燻を配るっていう事は活動なんですが、それ以外にも沢山多分･･･調べたんじゃなか

ったっけ？ 色々こうあっちこっちに行って燻の方に出てたりするのをチラッとみたんですけども、な

んか代表的な活動みたいなを細かいのは結構ですので。 
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吉冨 荒川班でなんか地域班の活動かなんかしてはります？ 

中塚 いやー 活動という活動というのは･･･それはどういう？ ボランティアですか？ 

吉冨 いやいや 地域班のメンバーを集めてなんか企画して催したりとかね、例えばですよ。 

豊山 例えばですね。 燻をみたら、何人かがペア組んで奈良の 1300 年のあそこに行ってるとか。そ

ういったことがあったり･･･ 

中塚 あー どっか見学しにいったりってことですか。 

豊山 あ 別になかったらなかったでいいんですが。 取り立てて思いあたることはー･･･？ 

中塚 いや そういうのしてる所もあるんやけども荒川班では今ん所は無いですね。  去年皆に集ま

ってもらって、どういうところで皆勤めているかの把握と、皆にこのメンバー表っていうのを渡したん

です。 以前から班長にはメンバー表、年齢から電話番号から書いてる表が渡されていたんですよ。 と

ころがプライバシーいうんですかね、そのからみで年齢と電話番号から抜き、それを皆に配布したんで

すよ。 こんだけのメンバーがいてるっていうのをね。 以前からずっとやりたいな思いながら誰にも

渡せてなかったので、それを初めて去年やりました。  

豊山 あー 渡したわけですか。会員の方に。 

中塚 そうです。 こういうメンバーがいてるっていうのでね。皆顔が知らん人が多いんですよ。同じ

仕事でやったグループはわかってるんやけども、全然顔合わしたこと無いし、会合に出てこない人なん

か全然わからない。ほんとは写真つけたらいいんですがね。 

豊山 写真。 ほんとしたくなりますよね。私達もマンションでプライバシー関係でほんと配りたいん

ですけど、それが出来ないんですよ。 

中塚 難しいですよね。 

豊山 難しいですよね。 マンションでさえ出来ないんですから。 はい。 わかりました。 えーと 

じゃあその永和班の方はなんか特別な事してますか？ 

粟野 いえ なんもやってません。 人数が尐ないですからね。 なんせ 17 人ですから。 全体寄せ

ても 17 人。 仕事してる人もいるんで、話し合い言ってもなかなかあつまらんのですよ。 燻でご覧

になったって言うのはボウリングですか？ 

豊山 ボウリングとか色々やってるみたいで･･･ 

粟野 最近では班で活動してボウリングとか。 これはねボウリング場が近い地域が 10 班くらい集ま

ってやってるんです。 1 つの班でやってる訳ではないんです。 人も集めないとあかんしそれなりの

割引料金にしなあかんしね。てことで自分らの班だけでやろうと思うとほんと 5 人とか 6 人になっちゃ

いますんで。 

豊山 なるほど。 

粟野 10 班くらいのブロックで有志だけでやるという形です。 具体的な班の活動と言うと近年でそれ

しかないですね。 

吉冨 歩こう会みたいなのやってるとこもありますよ。 ハイキングとか。 

粟野 歩こう会みたいなのはたまにはありますが、それ以外に歩こう会も同好会もありますんで。 同

好会言うのは班とはまた別ですしね。 

豊山 わかりました。  

粟野 69 ブロックあっていっぺんにやる訳にはいかないので、ブロック別にわけて活動をしようとそう

言う人も沢山いるし、なんかやすい、とそういう話も持ち上がってるんです。 
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豊山 へぇー 

粟野 ただ、具体的にはまだね、進行中なんで･･･ 

豊山 人手がいる時は言ってくださいね（笑） いっぱいいますから（笑） まだ新しいのが入る予定

ですから。 

粟野 まだ先進んでないんです。 

豊山 そうですか。 まぁ人手がいるときは言ってください。 いつでも派遣しますんで（笑） さぁ 

えっとあと 500 円かける会員の助成があるって話があったんですが、あの･･･言いたくなかったら別に

言わなくていいんですが、それ、今もあるんですか？ 

吉冨 前はねそれ渡してそれを使いなさいっていうのがあったんですが、今年度からちょっと使い道に

関して上のほうから指導等がありましてね。活動した分に対して支払いしますってなったんですよ。 

だから活動しない分にはこれは払いませんとなってます。 

豊山 で、上限が･･･ 

吉冨 はい。 上限がこれとなってます。 やっぱり活動してなかったところも結構ありましたんでね。 

豊山 なるほどですね。 えーとあとこの③なんですけども、これちょっと意味がわかりにくいかもし

れませんが、例えば班として会員の方から仕事が無いやないかって言われた場合にこういったときにセ

ンターの方からどういった対忚をしているんですか？ 

吉冨 まぁ要請があった場合はうちの専務なりが会議に出席することがありますね。 

豊山 それ今まで結構あったんですか？ 

吉冨 いや 結構･･･たまにしかないんですけども 結構は無いですね。 

豊山 班の会議ってあるんですか？ 

吉冨 随時親睦を深める意味で開催はしてくださいよってお願いしてますんでね。ただまぁ全然されて

ないやっぱり所もあります。 

豊山 それはまぁ忙しいですからね。 

吉冨 それとか人が全然集まりにくいってとこもありますし･･･ 

豊山 そういった困らされた経験とかはないですか？ 会員の方から。 

中塚 それはどういった？ 

吉冨 班の集会した時にね、仕事についてない方から仕事一個もないねんって不平不満の声はなかった

ですか？ってことですよ。 

中塚 その時にはここへ、センターに来て探して貰えるって事を言ってますね。 

吉冨 仕事は相談しなさいって言うことですね。 

中塚 そうそう。 してくれるって事を言ってます。 一個もそういうこともせんと無い無い言ってく

る人もいるんですけどね。 それはいけませんよ。 

粟野 ここへ登録すると自動的にすぐ仕事はあるもんだ判断してはるんですね。 

中塚 そうそう。 

豊山 そういう方が結構多いと思いますよねー。 

粟野 だから説明会の時に 1 年無い事もあればあるいは半年先になるかもしれないと、もう明日ある人

も中にはあると思います。 入ったとたんにこれどうですか？っていう仕事もあるかもしれない。 で

すんでね、すぐ仕事が理解されると困るんですよね。 

豊山 確か就業率は 6 割くらいでしたよね。 



51 

  

吉冨 そうですね。 

中村 歳いくとわがままも多いですから（笑） 

豊山 そうですか。 御 3 人にはお見受けできないですが（笑） 

粟野 相手があるわけですからね。 こういう仕事がしたいんだって言われても相手から求人が無い限

りは当てはまらんわけですからね。 最初はもう求人ですからね。 1 番目に求人があって、その求人

があったから会員なら誰でもって訳にはいかないのでこの人だったらいいだろうという、近い適材適所

といいうか･･･ 

豊山 一忚この学生達も私が選抜したんですよ？ 

吉冨 まぁ学生の方も何回か来てもらってますのでもうどんな感じかよくご存知や思いますけど。  

豊山 だからその辺りはもう感覚を何回か定期的に手伝ってる中で、肌で感じてますから。揉めるとこ

ろを見てもいいですし、何回も説明しても理解してくれない人もいるでしょうからそういったのを見る

のも大事だと思うんですよね。 変にあの、高齢者に対して綺麗なイメージとか余生で盆栽をチョキン

チョキンやってるイメージとかではなくて、実際を見てもらってますから、かなり本人達にとって将来

いいと思うんですよね。 

あとですけど、大体あの地域班の運営に関して困った事っていうのは、それほどないですか？永和の方

に関しては。 

粟野 例えばお花見に行くとかハイキングに行くとか言う話しを持ち上げようとしてもですね、なかな

か人が集まらない。なぜ来ないかというと理由があるんですが、会議に出てくるとですね、班長とか副

班長とかの役員をさせられるという事でおいでにならないんです。 

豊山 あー わかります。 それは。 

粟野 ですからそんなん抵抗なくおいでになる人はね、尐ないんですよ。非常に。 だからここに来て

いる二人の方も会議があれば呼び出されたら、何回か行くと顔見知りができて、お願いしますとこうい

う話がしやすいと。 行かなきゃなにもせんでもいいんだから。だから行かないんですよ。 

豊山 それはほんとに社会全般そうですよね。 私達も大学でもそうですけど実際金が絡むと行かざる

得ないんですけど、それ以外自由に行けるとかなると、変に発言すると、役職を割り当てられるしんど

い思いをするということになりますから 

粟野 もう正味のボランティアですからね。 

豊山 そうですね。 じゃあ荒川班はなんか特別な、地域班として困らされるような問題っていうの

は･･･ 中村さんはまぁ短いんですかね。 

中村 そうですね。 まだあんまり深く関わってないから動きがね、自分自ら率先して関わっていかな

い限り相手のお方のなにがって言うのがわかりませんですのでね。出来るだけ関わっていきたいなって

いうのは持ち合わしておりますがね。 まぁ尋ねられたら自分のある程度の体験、経験したものであれ

ばお答えしていけるという風な感じですね。 

豊山 なるほど。 では中塚さんの場合は長いこと荒川班として活動してはって今まで困った事でセン

ターが助けてくれたって事は無いですか？ その経験の中で、記憶の中で。 

中塚 困ったこと･･･ 

豊山 個人的な事ではなく、地域班として。 

中塚 うーん まず会合開くにあたってどれだけの人数が集まってくれるのかが一番頭痛めますね。以

前 50 名くらいいたんですよ。 それでも出席してくれるのは 15 名前後でしたね。 と言うのは仕事持
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ってる人は出られないっていうのがありますからね。 というのは、1 時から入ったりしますからね。

この前いっぺん去年は遅くしたんですけどね、ところが仕事持ってる人はもちろん出られないからね。 

結構仕事してる人多いんですよ。 その人はもう出られないからね。 

豊山 その仕事っていうのはセンターから頂いた仕事になる訳ですよね。 

中塚 そうです そうです。 

吉冨 他の地域班からもよく聞くのは、人がなかなか集まってくれないと。 呼びかけてもね。それは

ようききますよね。仮に何人か集まってもうても、話･･･いろんな事企画したいんやけども、まず話が

でるわけよ。 仕事に困れへんかなと。っていうのはやっぱり多いと。 

豊山 わかりました。 どうもありがとうございます。この地域班に関してなんか全体像とか･･･ 

松井 あのー 地域班で、昔荒川 50 名いたって言われてましたけど、今現在一番多い地域班って言う

のはどこで何名なんですか？ 

粟野 今多いのはねぇ･･･ うーん これで見たらね 

吉冨 地域 A か B が多いんじゃないかな？ 

粟野 これどこかな･･･ ともえ？ ともえ 60 名ってなってますよ 

吉冨 またきっちりとした数字調べときましょか？ 

豊山 あ そうですか。 頂けると助かります。  他なんか聞きたいことある？  ･･･今活発な地

域班って言ったらどこですかね？ 

粟野 地域班で活発な言うたら八戸ノ里辺りやな。 

中塚 あと佐野近辺あたりですね。 

粟野 ここにはね、甲さん（聞き取れず）という人がおるんですよ。 この人なかなか熱心でね。そう

いう熱心なリーダーがいるとついていきやすいとかあるんですよね。 

松井 地域班の班長さん同士の集まりって言うのは･･･ 

粟野 年にね、通常 1 回ないしは 2 回やるようにはなってるんです。 ただ、なってはいるんですけど

も、現実には今まで 1 回行われただけなんですよ。 これを何回かやろうという話にはなってる。 た

ださっき言うようにね、班長だけが集まってね、班長になる人は比較的前向きな人が多いので、だから

班長になるわけですが、そういう人達だけが集まって先へ行くと、どうしても間隔があいちゃうんです

よね。会員との。だから会員も意識を高めてもらわないと、班長がちゃんと掛け声をかけてもついてこ

ないとなってしまうんですよね。 まぁ利害が生じませんよね。 これがしょっちゅう出てこないと仕

事にありつけないとなるとこれは問題別でね。 これは利害が生じるので来ますやろうけど。そういう

システムになってませんので･･･ 

豊山 まぁ来たい人で問題が生じるような気がしますけどね。 

豊山 それじゃ相部君、何か質問ないですか？ 

余田 荒川班の班長が不在ということですけども･･･ 

中塚 不在と言うよりも年齢的に、86 歳ということで退会するということで班長がなくなったというこ

となんですけども。ところがこの前、表彰式で会ったんです。古い方に。それで、案内書がセンターの

方から行ったらしくて。そしたら、まだ会費を払ってないということで、また普通の会員として登録し

てという･･･。 

豊山 じゃあその方を班長として？ 

中塚 もう普通の会員としてね、今。 
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豊山 あぁあぁ、そうですか。 

中塚 もうずーっと最初っからやってもらってたものですから。で、しょうがないからセンターに相談

したら、代行という形でやってもらうということで。 

豊山 あぁー、成程。 

粟野 というのも向こうから連絡が受けられなかったら具合悪いということで、それやったら良いです

よということで。 

粟野 当然私らは仕事はしませんし、紹介もしませんし。ですんで、名前だけのことやろうと。年会費

だけ納めて、名前だけ残しとる状態ですね。その人だけに限らず結構居てはるんです。年に１回の会員

だけの旅行があったり、歩こう会みたいな同好会、そういったものだけに参加して、仕事の方はもう･･･

って方も多いです。民間だと仕事をする人としない人で色分けしてる感じですかね。ここではできませ

んけどね。 

豊山 それはそうですね。もし色分けしてしまうと仕事しない会員は切り離しなさいってことになりま

すからね。 

粟野 一部のセンターでは違う部門を作って、そこに会員を入れると。今まではそうやってたんですけ

ど、これからは公益法人になるんでそれも出来ない状態と･･･。 

豊山 難しいですね。 

粟野 今はまだ社団法人ですけど。公益法人になるとそうもいきませんので。 

豊山 成る程･･･。君たち言ってることわかる？ 

松井 わかります。 

豊山 わかる？ シルバー人材センターは、仕事をしたい、っていう人が来るところだから、そこで仕

事する人、しない人って分けると、仕事しないって言ってる人たちは、そっから外しなさいってことに

なる訳ね。だけど、世の中はそういう理屈通りじゃなくて、実際にそういう人たちも居た方が、社会参

加って意味では良いことだと、私は思ってるんですけども。やっぱりシルバー人材センターっていうの

は、仕事っていう形で旗を掲げると、仕事以外に広げることはできないんですか？ 

粟野 今のところはできないですね。お役所の通達やらがありますからね。 

豊山 やっぱり出来ないですか。 

粟野 (聞き取れない) 

豊山 実際、縦割りで仕事っていうのが正面にあるんだけども、上手くやりながら、この人はやる気あ

るんだよ、けどまだ仕事がないから同好会って所で暫くやってるだけなんだっていう形で私は良いと思

うんですけども。 

粟野 黙認してるんですよ。本来の仕事っていうのは(聞き取れない)～これができないって状況の人は、

あんまり会員として好ましくない訳ですよね。ですけど、それはそれで今のところは黙認してる訳です。 

豊山 じゃあ、そこから仕事をしたくなる人も居る訳ですか？ 

粟野 座ってする仕事だとか、全然ないって訳ではないです。(聞き取れない)の人なんかはかなり年配

の方が多いので。 

豊山 成る程、ありがとうございます。相部、何か質問ある？ 

相部 地域班の班長、副班長という役に就いて、今まで苦労したことややってて良かったなと思ったこ

とはありますか？ 

粟野 良かったと思うことはないですね･･･。（笑） 
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粟野 事務局から色々と通知が来るんで、それを配ったりね。経費の節減のために、会員を使って配っ

てるんです。年に 4 回、一部ずつ会員に配ってというのは大変なので。余分な仕事が増えるだけなので、

メリットと言えるものはないです。 

中塚 自分は、自分より古い会員に色んなことを教えてもらえる事がメリットと思う。 

粟野 地域によって差はありますけどね。我々のところはもう古い方は居ないですよ。 

中塚 まぁ、そのくらいでしょうか。どの役に就いてる人もそれぞれ色んな悩みもってますから。 

粟野 僕の所の副班長は運動がてらにちょうどいいということで、そういう風に喜ばれてる方も居るに

は居ます。基本的には一軒一軒訪問して、顔を合わせることも仕事になってます。 

豊山 手渡しなんですか。投函するもんだと思ってました。 

粟野 一人でお住まいの方も居るので、なるべく顔を合わせるようにしてます。元気なのかどうかの確

認も含めて。行ってみたら入院していたというケースもありますので。なので、できるだけ顔を合わせ

るようにしてます。 

中塚 けれども、自治会も同じようなことをするんです。かぶっているんですよね、仕事が。 

豊山 確かにボランティアなんかも募って安否確認とかやってますもんね。 

中塚 うちの前の班長も、防犯やってる、老人会もやってる色んな役してましたから。役をやる新しい

人、若い人が出てこないんで仕方がないんですけども。殆どが 70 歳超えた人ばっかりですから。 

豊山 それは地域班の班長のことですか？それとも自治会の話ですか？ 

中塚 地域班でね、今俊徳の方では 4 つの地区があって一人ずつ防犯に行ってるけども、一度やってし

まったら長い間続けなければいけないので、若い人はやりたがらない。 

豊山 その防犯というのはシルバー人材センターの？それとも自治会の？ 

中塚 自治会です。 

豊山 ありがとうございます。それでは燻についてお聞きしたいんですけども、センターの方から会員

に対しての情報提供、つまり新規入会を促すものではなく、会員向けのものであるということで、まず

1 つ目ですがどのような交通手段で配られているんですか？ 

中塚 殆ど自転車ですね。その地域っていう近辺ですから。配るのは会員だけで、一般の方に配るとい

うのは、それはまた別の問題になりますから。 

豊山 それはまた別のやりかたで、ですね。･･･配る際の苦労、先ほど手渡しという話がありましたが、

ご自宅の方に居なかった場合は？ 

粟野 その場合は何回も行くわけにはいかないので、やむを得ないので投函という形になります。只、

年に４回ありますから。いつもいつも居ないというのは問題なので、確認をするなりします。 

豊山 粟野さんも中塚さんも結構長い感じですが、中塚さんの後継者は中村さんになるんですか？ 

中塚 次から次に亡くなったり辞めたりする人が多くて、地域班が 50 人居たころは副班長は 4 人居た

けど、今はもう 2 人しか。本来は数年卖位で交代するハズだったけども、去年立候補する人が居なかっ

たので、やむなく中村さんにお願いしたという事で。 

豊山 そういった中で何故中村さんは引き受けられたんですか？ 

中村 全体の流れというものは解らないけれど、出来れば尐しでもお世話になってるシルバー人材セン

ターさんに働かさせて貰ってるということの感謝の気持ちと、接点が尐ないもんですから、人との関わ

りを持ちたいということで受けさせてもらったんです。 

豊山 私なんかも委員会なんかで仕事振られるんですけども、私個人の性格的に、頼んでくる人がどれ
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くらい苦労しているかと考えてしまうんですね。で、苦労している人を見ると「これはなんとかしてあ

げないといけない」と思って引き受けるパターンが多いんですけども。中村さんの場合は会話の機会が

得られるということだったんですけども、では班長、或いは副班長でなければ他の方と会う機会という

のは班の中ではあまりないんですね？ 

中塚 ないですね。同じ仕事をした場合は勿論あるんですけどね。私らふれあい祭りの後の清掃もして

るんですけど、そこに居る人であれば顔も名前も覚えるっていう。他の仕事してる人は、あまり行き来

がないもんですから。2 回目に出てきた人やったら燻を渡したときにでも話は出てくるんやけどね。 

豊山 燻の中に、班同士の紹介みたいな、例えば永和班だったら永和班の･･･。 

吉冨 稀に出てますねぇ。何か活動されてます言うてね？只、69 班の内三分の一もないですけどね。 

豊山 そうですか。何か今ぱっと持って、会合でも集まらないそうですし、班の中での会員同士の横の

繋がりがないと言うのであれば、この燻は横にこんな人が居ますよ、永和班の中にこんな人が居ますよ

っていう唯一の手段なんじゃないですかね？もしかすると。会員の方々の。 

吉冨 この燻ですらね、皆さんに汗流して配って頂いてますけど、読まない人も結構おられるみたいな

んですよ。結局自分はこういうのを読む為に入ったんやないんやと。ただ仕事がしたいんやという方が

ね。 

粟野 もう仕事してる人、毎日仕事してたら殆ど読まないですよ。 

吉冨 もしかしたらウチの燻の編集に問題があるかもしれませんけどね。内容的に興味を引く内容が書

いてあれば見ますけどね。 

豊山 それを一緒に考えられたら良いなとも思ってるんですが、どうなのかな？ 相手がどう思ってい

るかっていうのは実際解らないわけですからね。･･･それで 2 番目の話なんですけども、燻の内容につ

いてですね、他の方がどう思っているのかというよりも、理事の方からすれば言いにくいでしょうけど、

どんな感じですか、見た感じですけど。･･･理事の方は止めときましょうか(笑) 

吉冨 いや、構いません。意見として重要ですから。 

粟野 中身はね、専門屋がおるんですよ。こればっかりやってる係というか部会が。ですのでこっちか

ら「こんなの載せれば良いじゃないか」っていうのがね、中々思いつかないですよね･･･。 

豊山 自分らはどう？学生の目から見てどう思う？ 

余田 そうですね･･･ 

豊山 ちゃんと言葉を選んで、言いたいこと言って良いよ(笑) 

吉冨 いやもうハッキリね、言うてもうて良いと思いますよ。読みづらいとか、面白みがないとか。 

豊山 その場合も言ってるんですよ。もし仮に言うのであれば、ココとココとココがアレですと、具体

的に言いなさいと。まぁ、今無理に絞り出すと良くないので、後でじっくり考えてみて、自分の中で、

ココとココを変えたりしたら良いん違うかと言えるように。まぁ、最低限言えるとしたらレイアウト

云々の中で字の大きさとかどうですか？ 

粟野 それもね、随分大きくなってるハズなんですよ。ですので、あまり書面には問題無いんじゃない

かと思ってるんですけど。 

豊山 確かに内容については私もこれじっくり見たことがないですので･･･。 

粟野 多分会員の皆さんが見るのは、最後の同好会の案内ですね。このページ結構ご覧になってると思

います。カラオケが今度何時にある、とかね。 

粟野 で、安全講習会があっただとか、そういったコーナーもあるんですけどね。実際に本当に見て欲
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しいですけど。就業先に行ったり来たりで事故起こしたりとか年間通して結構あるんです。事故したら

入院か自宅療養になる訳ですから仕事も行けん訳ですよ。そうしたら事務所が大変なのは次の人を構え

なければいけないですから。5 人でローテーションしてるところから 1 人抜けると 4 人になっちゃいま

すから。そこへどうしても 1 人入れなイカンと。そういうことで、安全には気を配って欲しいんですけ

ども。果たして見てくれてるかどうか。で、実際に･･･例えば小阪の駅の前でこういう事故があったよ、

というと小阪の近辺の人には別にこういったものを作ってですね、この燻と一緒に入れてくる訳です。

事例を紹介してるわけです。ですんで、荒川の辺りで事故がない限り、荒川の人はご存知ないと、そう

いう状況ですけども、小阪の人には交差点の写真を撮って入れてるわけです。安全に仕事に行ってもら

わないと、途端に仕事が出来なくなってしまうわけですから。結構あるんですわ。自転車事故、卖車事

故とかね。 

豊山 違う班が交通安全に関してやってますので、宜しければ東川さんが一番詳しいでしょうし、よけ

れば部下のような感じでどうにか出来んか考えてみたらどうだって話をしてるんですけど。 

粟野 その時に班が役に立つんですよ。例えば小阪ですと、小阪の近辺の班、何班かに詳しい話を聞く

と。 

豊山 ではそのパンフレットを班の人だけに渡すわけですね？ 

吉冨 隣接する班にですね。1 班だけじゃなく。そこを比較的利用する班ですね。今回瓢箪山のほうで

なんかやってましたね？ 

粟野 4 班ほど集まってやってましたね。 

吉冨 例外として、しょっちゅう事故が起こる場所なんかは全員に知らせます。 

豊山 成る程。 

中塚 ところで、どういうきっかけでシルバー人材センターを取り上げようと思ったんですか？ 

豊山 学生が座学で勉強ばっかりしてても、社会に出てすぐに役立つような力がつかないということで、

フィールドに出て、学生がどこかにお願いして、そちらと協力しあって、機関が抱える問題点、課題を

学生自身が見つけ、解決策を考えていく。課題を見つけ、どう解決していくかというのを現実に即して、

学生が勉強する。そういったのを意図として、フィールドワークゼミというのがあります。私が東大阪

市のシルバー人材センターを知っていたのは、私自身がそもそも高齢者だとか、福祉関係の経済学をや

ってたんですね。で、住民の自治的な活動といったものに興味があったので、それと雇用というものを

考えたときにこれがピッタリ合うじゃないかということでね。高齢化というのもこれからの大きな問題

であるし、雇用というものは経済学で大きな柱の一つですから、その二つがマッチするということで、

お願いしたんですね。スイマセン、どういった意図的かと言われたら、わからないんですけども、何故

東大阪市のシルバー人材センターを選んだのかという話ですか？ 

中塚 いえ、学生さんがね、どういう理由で人材センターを調べたいのかなっていうね。 

豊山 人材センターを調べます、って決めたのは私です。で、それを受けて、こんなことやりますよ、

課題を発見して解決策を考えますよっていうのを私が打ち出したわけですね、そしたらこの学生達は、

それなりに自分のやりたいという形で来ています。表面上は。実際は 1 年生の時のゼミ生なんですよ、

この 3 人は。この子は違うんですけど。横の繋がりですから。結局は成り行きなんですね。で、人材セ

ンターに興味を持ったのは私なんですけど、それを学生たちは私の興味に合わせて動いてくれると。で、

本人達も徐々に見つけてきて、興味を見つけているといった感じですね。 

粟野 では、以前はシルバーセンターというのをご存知なかったんですか？皆さんご存知でした？ 
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松井 存在は。 

豊山 お前どうや？ 

余田 や、知らなかったです。 

相部 知らなかったです。東大阪に住んでますけど。 

～～～～～～～～～～～～～～ 

中塚 あれポイント制にするのはどないしたら良いかってわかります？ 

豊山 それはボランティアの話ですか？ 

中塚 ボランティアじゃなくて。現金でやりとりするんじゃなくて･･･ 

豊山 地域通貨の話ですか？ 

中塚 それです。あぁいうのってどこかに届出たりせなあかんのですか？ 

豊山 やっぱり事務局っていうのがあるわけですね。地域通貨っていうのがあって、これやってくれた

ら何枚、という風に。実際瓢箪山で別のフィールドワークゼミが地域通貨をなんとか導入したいという

ことでやってますけど。 

中塚 あ、やってるところあるんですか。 

豊山 いや、瓢箪山でやろうとしてるんです。それは中々成功しないんですけど。まぁ、この学生たち

もシルバー人材センターを全く知らなかったハズです。ですけど、やってる内に色んなことをここで関

わることで勉強していってるって訳ですよね。例えば、卑近な例ですけど、最初きたときには昼ご飯食

べるときにあそこで買って公園で食べた。2 回目からは、吉富さんに奥の部屋が空いてるよと(笑)。3 回

目来たときはどこの何が美味しいよと教えてくれるようになったと。つまり、関わることでお互いがお

互いを信頼しあう、時間や手間がかかるし、パって行ってパっと「頂戴」っていうのは無理だよと、身

を持って経験してると思うんですよ。つまり相手に対して関係を作るっていうのはそれだけ時間もかか

るし大切な作業なんだよと。シルバー人材センターの課題を発見して、しょうもない課題の発見しかで

きないかもしれないですが、それなりに解決策考えるっていうのは、この子たちにとってやったことの

ないことですから、非常に勉強になると思うんですよね。で、大学で請け負いの話をするわけですよ。

請負と労働があるんだよ、派遣とは違うんだよと。また、委任と委託ですとか。そんなんあるんだよと、

教えるんですよ、一忚。でも、分からないんですよ、当然、なんのことやら。ところがそう教えたこと

が現場に入って、社会の現実を目の前にしてパンフレットとかに請負とか書いてあるわけですよね。だ

から、大学で請負とか意味がわからなかったけど、何か大切な事なんだと思って、意識付けですね、比

較的頭に入ります。そんなに難しい話でもないので。課題を発見して、解決策を見つけるっていうのも

目指しますけど、それはあくまでひとつの柱であって、それがいっぱいくっついてこの子たちもそれな

りに成長していってるわけです。ですから今回も余田君に約束取らせるという作業も大切ですし、以前

福田さんに学生が電話したときも余りにも失礼な物言いだったみたいで、申し訳なかったと思って。そ

ういったこともあって、後で本人呼んで言い方考えろよと。そういったのも勉強になるということで。

今回お話聞きたかったのは、会員に対するセンターからの情報提供ということで、手段として(2)なんで

すが、燻以外についてっていう話があるんですけども。ところで燻の内容はお二人どうですか？ 

中村 読ませていただくことによってこういった動きがなされてるというのは実感させてもらった。更

に自分の趣味だとか、気になったものがあれば目を通すという気になりました。 

中塚 この記事が一番目に付きましたね。あぁ、こんなことされてるんだという。こういうこと滅多に

ないですからね。 
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吉冨 滅多にというより初めてですから。 

豊山 今回は本当にありがとうございました。頑張らなイカンなって、そいつが言ってました(笑) 

豊山 では最後に燻以外についてなんですけども、センターから受け取る情報は燻以外で、例えば HP

とかあったりするわけですが、なにかそれ以外でシルバーからの情報というものは？ 

中塚 他のセンターの燻とかもここに置いてあるんで、ああいうのも割と参考になります。 

豊山 成る程、ここに来てそういった空いてる本を読んでしてるんですね。それは書庫みたいな所で？ 

中塚 表に置いてる「月刉シルバー」いうやつです。 

吉富 以前お渡ししましたよね？ 

豊山 3 冊程いただきましたね。また溜まったら下さい(笑) 

豊山 最後ですが、会員でない方にシルバーを勧めることはないですか？ 

中村 個人ではないですね。センター自体はしてますよ。ご近所さんなんかに。 

豊山 自治会に出ないって言ってましたもんね。もしそういった経路があるんでしたら、広報の一つの

場所として絞って色々やれるわけですから。 

豊山 中塚さんは、会員でない人にシルバーってところ有りますよっていう話とかはしないですか？ 

中塚 風呂場で良く話はしますけどね。年配の方は結構知ってますよ。 

豊山 あぁ、いいですね。そういうの。 

吉冨 ただ、高齢者のためのハローワーウと捉えられたら困りますけどね。 

中塚 それに入会してもすぐに仕事があるわけじゃないですから。 

豊山 わかりました、ありがとうございます。じゃあ、最後に尾平、何かあるか？ 

尾平 ちょっとズレるかもしれないんですが、以前就業開拓員の方にお話聞かせて頂いたんですけど、

家庭からの仕事はどうやって採っているのかという質問をしたときに、HP と市政だよりで募集を掛け

てる、という話を聞かせていただいたんですけど、実際 HP の方からの忚募っていうのは実際の何割く

らいあるのかなと思ったんですけど。 

吉冨 それはかなり尐ないです。今リニューアルしてるんですけどね。それと以前お邪魔した就業開拓

員というのは企業さんメインで回ってもらってますので、個人家庭のほうには回ってもらってません。

個人家庭は主に口コミでの発注が多いですかね。ただ、個人家庭の仕事はどうしても手間暇かかる仕事

が多いですから、あまりそちらに職員割きすぎても、そっちばっかりに構ってられませんから。職員の

受け皿の状態をキッチリしてそっちに回らんと。 

豊山 その手間暇かかる仕事っていうのは例えば剪定とかですか？ 

吉冨 そうですね、剪定ですとか襖の張り替えですとか。1 時間程度の仕事だったりするとね。5 人を

就業させるのも 1 人を就業させるのも同じだけの労力かかりますから。 

豊山 あぁ、成る程。仕事の効率が悪いわけですね。獲得という面で。 

豊山 他に何かありますか？ 

余田 燻の内容に戻るんですけど、説明会・講習会と受けて会員になってもわからないことっていっぱ

いあると思うんですけど、地域班通しても交流のない人は情報源が燻だけになってしまう方とかいっぱ

いいると思うんですけど、説明会でどんな仕事をしてるのっていう質問が多くあったと聴いてるんです

けど、燻にそういった情報は載せることは出来ないんですか？ 

吉冨 職種の？ 

余田 職種ですね。屋外清掃作業といっても色々あって、こういった具体的な内容をしましたというレ
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ポートのようなそういった体験のような。 

豊山 アンケートの結果は大体問題ないだったんですけど、自由記入欄に仕事内容を詳しく知りたいと

いうのがチラホラあったんですよ。 

吉冨 以前は発注者の声と会員の声というのやってたんですけど。もう今はやってないですね。職種と

いっても膨大になるんで燻には載せるスペースないですね。 

粟野 確かに、2～3 年はどんな仕事があるかわからなかったんで、それは助かると思うんですよ。こん

な仕事が増えたよ、とか。30 周年の記念号には載ってるんですけどね、そういうの。 

豊山 私がこの燻見て思ったのはちょっと字が小さいことと行間が詰まりすぎかなと思ったんですよ。

あまり書き込みすぎるとそれだけで難しく見えるので。 

粟野 30 周年の冊子作ったときも、文字よりも写真メインにしようと言ったんですよ。文字ばっかりな

んて見てくれないぞと。文字はホントにダメですね。殆どご覧にならないです。極力写真を増やしたん

ですけど。ある写真を目一杯使って。 

豊山 1 時間半と長くなりましたか、ありがとうございました。学生なりに改善案を考えて出せたらな

と思っておりますので。どうもありがとうございました。 

ありがとうございました。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



60 

  

ⅲ）Ｃチーム「開拓就業員ヒアリング調査」2010 年 10 月 20 日(水) 

 

■ヒアリングテープおこし 

 

福田：普段、学生の皆様方には、平成２２年度の４月シルバー人材センターのお手伝いというような形

で世間でいわれる社会勉強というような形でご足労願っております。 

１６名の皆様方が４班に分かれて項番に来ていただいて、いろいろセンターの職員に混じったり、理事

の方に混じったりしてお手伝いをしただいているので非常に助かっていると、上の方は判断して今後も

是非頑張っていただきたいと思っているので、よろしくお願いします。 

私ども就業開拓員は日常、外に出ている時間の方が多いので直接、新規の会員さんの入会説明会及び

講習会というなかには参加をしていません。われわれはたまには時間があって部屋の中に入って話を聞

くことはあるのですが、たくさん入会されてくる方に対する仕事の提供という形が私どもの本業でござ

いますので普段は外に出ています。たまに私どもがおりまして皆さん学生さんとお顔を合わすことはあ

ると思いますけど、この人達は何をしておるのだろうか、何も手伝わんと思われるかもわかりませんけ

れども、日常われわれはもう朝から車に乗って企業訪問する、そういうところで仕事を探しておるとこ

ういう形でやっております。その中で今日の先生からお聞きしたテーマによりまして、やはり就業開拓

員としてどういう形で会員さんを企業さんの中に送り込むいうような形をしておるのか、またその中で

楽しかったこと、辛かったこと、おもろなかったことをアットランダムに話をしてもらえたら、こうい

うようなことでございますので、私もこういう場は現役の５５～６０歳ぐらいの間は多尐業界の中で講

演活動とかいろんなことをさしていただきましたが１５年程何もしておりません。だんだん年も行って

きておりますから口がまわりにくいところもありお聞き苦しいとは思いますが、ご理解していただきた

いと思います 

先ず始めにもう感じておられ、また聞かれてわかっておられると思いますけども、シルバー人材セン

ターという説明を簡卖に説明させていただきたいと思います。東大阪市シルバー人材センターとは一番

目には東大阪市で在住の６０才以上の男女の方を会員として登録しておる組織でございます。今現在は

社団法人でございます。利益をあげる団体では無いと言うような形でご理解していただければいいと思

います。今年がちょうど創立３０周年になりまして昭和５５年、時の政府が将来高齢化社会となるであ

ろうと言うような判断の下に一般で言う６０歳定年の後の元気な老人の面倒をどうしてみるかと言う

問題が昭和５５年ぐらいから盛んに言われだしたわけです。それで、今、平成２２年で３０年経ってお

ります。東大阪シルバー人材センターも今年で３０年を迎えることが出来ました。この中で３０年の総

会に永和の市民会館でやらせていただいた時にお手伝いをしていただいた方も沢山いらっしゃるかの

ように思いますけども毎年、ああいう風な総会やっております。今年は３０周年で尐し盛大にやられた

と言うことでした。そして、今、現在は民間で言う売上ですね、民間企業で考える売上として今で７億

２０００万ぐらいです、年間でね。私が就業開拓員を引き受けてから、ちょうど今年で８年になるわけ

です。その前からボチボチ会員さんをご紹介できる体制が整って来たようで、売上がどんどん上がって

来ています。私が来たときはまだ３億５０００万だったんです。今年で約７億、３年前ですね、ピーク

が平成１９年ですね。１９年が８億尐しを超えました。そういうような形で就業も会員さんも一番多か

ったのが平成１９年でございます。それから以降、ご承知のようにアメリカのリーマンショックと呼ば

れる経済恐慌に似たような形の今は世界を不況に包んでいるような事態が起こりましたから、一番われ
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われ、末端のシルバー人材センターの売上が急激に減ってきました。と言うのは民間の企業さんに軽作

業でお手伝いに入っておる。シルバーの会員さんそこまでの経費節減がせまられた企業さんとしては経

費節減の為に出すわけにはいかんとこういう形で申し訳ないねんけどシルバーさんちょっと引いてく

ださい、こういう風な形がですね、われわれ入れてる人間が約２００名居たのが一気に７０名近くリー

マンショックの形での経済不況が日本に響いてきたと言うようなタイミングで７０名ぐらいが就業取

り消しです。企業さんから経費節減の折り、シルバーさんごめんやけども今月限りで撤退してくれるか

と沢山起こった。今その傾向が続いております。のちほどまたお話しますけれども。私どもシルバー人

材センターで就業開拓員として仕事をしている中で一番楽しかったこと、一番辛かったこと。私は８年

尐し、９年目に入っていますけども８年尐しの間で一番辛かったことはこの２、３年間ですね。せっか

く仕事の、いわゆるお手伝いの出来る場所を見つけてきて会員を入れてきて。それも継続の仕事ですよ。

そういうのが経済環境の都合で戻されて来たと言うような事情がある。われわれと同じ年代の年配の会

員さん達は６２～６４歳から入ってます。それから仕事に行っている期間が 5 年であれば６７歳～６９

歳になられているわけですね。そこでこういう経済ショックが起きてしまって、申し訳ないけど引いて

くれるかと言われて、帰ってきはった時は６９歳、６８歳です。ほんだらもう、仕事が無いですね。私

が民間企業の経営者ならば、シルバーにちょっと手伝って欲しいと思って、頼むんやったら、出来たら

６５以下にして頼みます、こういう考え方当然ですね。民間の経営者から言えば当然のことです。われ

われはそこのところ、まぁ右や左や言いながら、６６の人でも６７の人でも言いながらつっこんでいく

わけですけども、使う側からすれば若い方のほうが、若いって言ったって６０代シニアでも若い方が良

い。と言うような中でやっておりますので、こういう状態で長いことシルバー人材センターの為に貢献

してくれておる会員さんが７０人ぐらい戻ってきよった。こういう形の時、それと次にいく場所が無い、

翌年３月が来たら辞めよ言おうと思ったら案の定、皆辞めはります。そういう方というのは次の仕事が

無いからですね。要求が出てくる企業さんからは６５歳までの人にしてくれよと言うのをその人達はよ

く知っているから辞めて行かれる。そういうのがやっぱり就業開拓員としては辛かったと言えばそれで

すね。入れることは楽なんです。われわれは島田も含めまして、人を放りこむというのは楽なんですね。

頭下げにいって作戦を講じていろいろやっていって入れて行くんですから楽なんです。けれども、やっ

ぱり外してくる辛さ、６０歳以上の方を面接して連れて行きましても、全てが全て、向こうが期待され

ておられるような、体力、知識があるわけでは無いんですね。シルバーさんの中でも、だから僕らが出

来るだけの人に仕事を世話したいんだから、この人いこかこの人いこか、２人欲しいところに４人ぐら

いピックアップするわけですね。その中で再度僕らが面接するわけです。そうして「ほなこの人とこの

人で行こうか」と決めた。それでもその方の本当の性質とか性格とか、現役時代にこういうことをやっ

ておったということがわかりきれないですね。よくわかって、2 割わかればいい方です。8 割わかりま

せん。もう連れて行くなり、この人は大丈夫と思って連れていくんですけれども連れていくなり、向こ

うで考えさせてくれということで、発注者が言われるケースもありますし、ほんで期待していた以上に

頑張ってくれはって後から訪問した時に、ものすごくええ評価を受けるケースもあります。 

 ほんで、ちょっと島田来てくれって言われて、そうゆうは話の時はろくな話じゃない。ほんで行った

ら、忚接へ行かれて、向こうの管理職の偉い方が出てこられて、なにやと思ったら「二人入ったうちの

あの人一人持って帰ってくれ」ってこうゆう話が出てるんですよ。だから、あのその乗って帰ってくれ

りゃええんですよ、何も辛いことはありません、外すだけですからね。だけど外した人の 60 歳のシニ

アエイジの人のプライドと言うんですね、世間で言うプライドなんですけども、その人の持っておられ
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るプライドが世間で通用するプライドなのか？ その人個人だけのプライドなのか？ 長年の彼らの

積まれた中の上にあるプライドなのか？ これわかりませんが、そのプライドを壊さないように一人の

方をクビに切るわけですね。この仕事が一番辛い訳ですね。それは就業開拓員として入れたわれわれの

責任において、何事もやっておりますので、いわゆる、引導と言う言い方をする人もいますけどね、引

導を渡すんですな。それをするのはやっぱり辛いですね。その方のやっぱりプライドを守ってあげなが

らやっていく。それで私が５年過ぎたときにまた次に貴方の力を借りる時が絶対に来るから、今回引い

てくれという言い方をするのが、なんかプライドを一番潰さんような言いかたかな、っと思って、今だ

に使っています。というのは、貴方の力を次絶対に借りる時が来ると、その時に準備して健康にだけお

ってくれよという言い方をしてその人のプライドを守ってあげたいという気持ちの中で就業開拓員を

今やっております。まぁそうゆうなかで、僕は今、アットランダムに喋っておりますけども、楽しいこ

とあり辛いことあり、これはもうこの世の中どこに行ってもですわ、私らあなたがたと同じように、高

校で学校、大学を出てやってきても、その年その年の年齢においての辛さとか楽しみっていうのはもう

経験して、７０歳になりました。７０やっていったらあなたがたのおじいちゃん、おばあちゃんと思い

ますよ。私らでも、でかい孫おりますねんけどね。 

 やっぱりそんなようなことやから、時代が変わったからどうかなと僕自身も今回、先生からこうゆう

なことで、ちょっと、もの言うってくれって言われたときに、あまりにも時代が離れとるからなぁ、わ

しらの言うことはなぁと思いながらね、まぁ孫の顔を思い出しながらねやってたらいい、孫には半分説

教ですわな。 

豊山：説教してください。 

福田：説教をやってるようなもんですわ、だけど孫が来よったらうるさいけども帰りよったら、寂しい

とこれが、やっぱり家族なんですね。僕はそうゆう気持ちでね、ものも今回は言わしていただこうと。

だから先生にどういうことを言うたらよろしいか、カリキュラムも無けりゃ目録も無けりゃなんにも無

いと、まぁ基本ラインだけはね離さんようにだけ離してくれたら何でもいいわと言っていただいたので

話さしていただいています。島田君の場合はですね、去年の…。 

島田：去年の８月。 

福田：去年の８月から就業開拓員として来てくれてますので、まぁ１年間僕と一緒におりますのでまあ

まあだね、全得意先を全部回った訳でもありませんし、色々な人間関系、その他がありますから、まぁ

これから頑張っていただこうと思ってますけども、僕はもう先が見えてきよったから、すぐ後輩を作っ

て引退ですわね。ところてん式で押し出されていくのが常ですので、シルバー人材センターの就業開拓

員として。私が採用されたときは、はじめは何をやるんだ、ということで。要は会員の職探し、ハロー

ワークに似てる所なんかなと思てたんですけど、全然違いますねん。ハローワークはどちらかというと

生計を立てるための仕事を探す場所ですね。それが基本です。シルバー人材センターは現役で充分まっ

とうされった６０歳以上の方が、老後の健康のためだとか、東大阪市だったら東大阪市の、今までお世

話になった地域のために恩返しをしたい。こういう風な考え方の中でやってるのがシルバー人材センタ

ーでのお仕事なんです。だから僕らが頑張りすぎるとハローワークから文句言われることもあるんです。 

ハローワークさんがお世話したいところを、僕ら就業開拓員が回って安い時給で仕事を請けると「ハロ

ーワークより安い時給でされると困る」と言われるケースもあります。まぁ、これはその通りなんです

けどもね。今のハローワークがどんな現状なんかもよくわかってます。僕が作業着脱いで、普通の格好

してハローワークにサクラで何回も行ってます。年寄りが仕事をさせてもらいたいという感じでね。就
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業開拓員という仕事は、先ほど申しあげたように、会員の方を企業に入れていく、新しい企業を開拓し

ていく。これはなんにも難しいことじゃありません。多尐はやっぱり営業経験といったものが大事かと

思いますけど、根本的には商売をやっている中で動いているのとちがいますから。営業マンというのは、

人間対人間という凝り固まった勝負をしてるわけです。私共は就業開拓員ですんで営業マンとは言えな

いんですけどね。何ていうんですかね、シルバー人材センターの中で私共が戦力になっているのか、だ

とか、僕らが入れた会員さんは企業で戦力になっているのか。それと、その会員さんは喜んで仕事にい

ってくれているのか。こういうことが、今の私共の生きがいなんです。民間の営業をしている人たちは、

やっぱり利益をあげなくちゃいけない。それが一番の目的ですよね。私共の一番の目的はさっき言った

３つのことなんですね。もうかってる、もうかってないというのは、われわれの範疇じゃないんです。 

ご承知のようにシルバー人材センターというのは、国から認められている組織であります。今、蓮舫さ

んがやっておられる、事業仕分けの第１回目でセンターに対して国の補助金を出しすぎなんじゃないか、

と言われております。シルバー人材センターの経費というのは、国の補助金であり、大阪府の補助金で

あり、東大阪市の補助金でまかなっております。だから最初に申し上げたように、もうけてくる、営利

を目的とした事業ではないんですね。それだけに今、頭を悩ましているんが、補助金のことでなんです

ね。大阪府にしても橋下知事は補助金を切る方向で動かれてるんですよ。東大阪市は理解がありますん

で、そこまで言うてこないんですけどね。だからわれわれにしても、そういう状態を知ってるんで儲け

て来んでいいとは言いながら、やっぱり売り上げを減らすわけにはいかんわけですね。それで、私共は

毎月の売り上げのなかで、自分達の関わったものだけを抜粋したもの作って、常にチェックしてます。

それは僕らに対してセンターの職員さんなり、上の方から、いっさい指示はされていません。申し遅れ

ましたけど、僕ら職員でも何でもないんです。会員なんです。私は番号が４２００番なんです。今はも

う９１００番くらいまでいってんのかな？ 

島田：９２００番かな。 

福田：９２００番までいってます。だから私の場合めちゃくちゃ古いんですよ。まぁ、そんなとこで、

基本的にはこんなことしてくれ、という指示をもらったのは最初の１度きりで、「お前なにしてんねん」

と「こういうことするな」とかいう指示は一切受けません。また、しよりません。僕は、役所いうとこ

はもっとそういうことがあるんかなと思とったんですけどね。だから自分らで考えて、言い方は悪いで

すけど、センターの上のほうからドンとつかれんようにするには、自分らでしとかなあきませんねん。

ということで、自分らの実績は自分らでチェックしてます。それが多いときで、７億何千万のうちの１

億８千万～１億９千万ありましたが、今一億５千万しかなくなりました。シルバーの安定的な収入とし

て役所の仕事をいただいている分です。30 周年の記念総会に今回手伝いで参加された方はわかると思う

んですが、表彰されたような企業ですね。長いこと大量の人間を就業させていただいているイトーヨー

カドーとかイズミヤとか他の民間企業もありますが、瓢箪山の作業場のほうに内職の仕事を出していた

だいたりする企業とか。あるいは安定的に、中に出していただいている事業さんもあるので。それとか

マンションとか清掃でも長年われわれが携わるもんやからずーっと継続してやっていただいてるっと

いう売り上げがそこそこあるんです。僕らがやっているのはしれてますんで、だからそれに一度高くて

２億までっというようなことです。だけど２億かて一人の時給は７５０円～９００円ですから２億とい

う金額はでかいですけどね、それだけの形で僕らは日常やらしてもらってます。ただ、発注者の企業さ

んに説明さしてもらっておるのが、シルバー人材センターの会員の弱点を、利点より先に説明させてい

ただいております。というのは、年をとっているかスピードがついていかないし、目がだんだん悪くな
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っているから軽作業務とかの出荷前のチェック段階とかの仕事は責任が大きすぎてシルバーの人間で

は無理です。こういうようなことははっきり言っております。それから頭の回転がどんどん鈍くなって

いきますから、あんまり理解力・忚用力を求めるようなことはしてくれたら困りまっせとか。いわゆる

年寄りの弱点を先に発注者の企業さんの方にはっきりと申し上げるということが一番大事なんです。言

葉はいいんですが、昔取った杵柄というふうに経験とか何かをいかして企業に貢献してあげるというの

は国の狙いなんです。だけど、現実は違うわけです。われわれは現実の世界を走っていますので。年寄

りの弱点を先に申し上げる。ということで理解が出来ないとかそんなことないない尽くしで言いやがっ

て、そんなんやったらいらんわって言われたらもう無理です。その代わり「何が一番長所ですか？」っ

て聞かれたら、「真面目に誠実に物事を進めます！」と、この言葉一つなんです。僕らの売りは。そう

いう言い方を真摯に説明したら、まず９０％以上の企業の経営者の方は、分かったといってくれます。

やっぱりこちらはそれだけ真剣に言いますし、隠しても言いませんし全部だしていうわけです。そんな

ことがありますので、あんまりどうのこうのとか辛いとかいうのありませんけど、そういう形でやらせ

ていただいていてます。時間もそこそこきておりますので今申し上げた点、その他でなんか質問等あれ

ばどんどん挙手していうてください。 

豊山：はい、どうもありがとうございました。 

全員：ありがとうございます。 

豊山：私いっぱい聞きたいことがあるんですが、我慢してですね。では、Ｃチームの誰が担当？ 

村田：はい！ 福田さんが開拓委員に選ばれた理由とは？ 

福田：見られたと思いますが、入会する時の申込書に私もかいたわけです。職歴の中で自分の履歴を書

いた。主な職歴のなかの営業経歴のとこで３０年くらいしてるということで引っ張りあげられて。「ど

うや！」といわれてなったわけです。それまでは入会して河内の医師会の会議会場の設営行ったってく

れ、こっち側で出荷のダンボールの箱詰めあるから行ってくれっていうのを３～４ヶ月ぐらいしました。

そこでもう一つ声がかかったのが、その当時の池田の小学校で暴漢がつっこんで各大阪の市の学校で防

犯の仕事を６ヶ月任され、シルバーに帰ってきたら就業開拓員の枠あるんやけど入れへんかと言われ入

らせていただいた。ただ民間で３０年営業やってたと、私は建材の商社におったんですけど、だから建

築関係が本来の仕事やったんですけど。そういう商社で飛び込み営業とか、いわゆる建築屋さん、土建

屋さん相手に営業してきた経験はあったもんですから別にやらせていただけるならという形でやらせ

ていただきました。 

村田：ありがとうございます。 

福田：何か他に？ 

豊山：聞きたいことあるんですが、開拓員の仕事で具体的にどんなことをしているのか先程言いました

が開拓員と聞くと新しい所を探してまわるってイメージがあるんですが、どういう感じで活動している

かをイメージを具体的にするためにも教えていただきたいんですが。 

福田：わかりました。就業開拓員は呼んで字の如しで新しい仕事を会員さんが増えてくるに対して仕事

を探してきなさいという使命ですね。いわゆる商工会議所の企業名鑑を見てみたり、地域別に全部ピッ

クアップしてみたり、従来われわれが行ってないところもピックアップします。それと地域を重点的に

まわってみようというやり方もあります。というのは高井田地区を今週はせめてみる。そうすると高井

田地区をピックアップします。来週は菱江地区の 1 丁目、2 丁目に行ってみようとか。ところが行って

も箸にも棒にもかからないところもあります。工場でしたら前にパートの人の自転車が２０台も並んで
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いるところがあります。これは「しめたもんや」ちゅうのが考えですな。これは入ってみる。シルバー

人材センターの武器っていうのは先程申し上げたような真面目さと企業さんで仕事をさせていただい

ても、社会保険もいりません。普通は労働者は労災っていうのが雇てる方がかけないけませんが、それ

はシルバーでもっているわけですからそれもいりません。なおかつ人件費扱いしなくてもいいんですね。

シルバーの場合は国が押し込んできたやり方できていますので、企業さんのメリットもだせるようのし

ているわけです。そのために外注費・委託費の中にシルバーの経費をいれて下さいということが出来る

わけです。それがわれわれのＰＲする大きな武器なんです。そうすると企業さんにしてみれば通勤で自

転車でおばちゃんが京都でひっくりかえって骨折しても企業としてはそれに対して面倒みなくていい。

なぜならシルバー団体傷害保険というのに会員全員にかけているので、企業に宣伝するＰＲの大きなと

こがある。そんなかたちで PR しながら回っているわけですね。「給料２５万の若い社員の方がこういう

仕事されているんですか？もったいないですなあ」と「その方他のとこで仕事させても働く意欲もたさ

れたらどうですか？私どもやったら二人入れてもらったかてその方の半分以下ですみますからとこう

いう言い方して経費節減にも協力させていただける」と言い方をしているんです。あんまり稼げるよう

なことはありません。男性の方で平均月５万５千円稼げば良い方ですね。上の方は９～１０万ぐらい稼

ぐ方おられますが、女性で月４万円ぐらいですね。生活の足しになる・小遣いの足しになるというよう

なことはよく言われますけど、生計を立てるためには十分ではありません。だからそれぐらいの人を企

業に売り込みにいくのでプラス面を考えていただくようにした場合に、ごっついプラスということを理

解していただければ割りにうまくＰＲしていれてこれるような形です。 

豊山：それは本当に気になってたんですよ。つまり、売り込む場合にはメリットがないと「こういうと

ころが良いですよ。だからやとって下さい」という感じで売り込むと「なるほど」という話なるんです

けど。そのメリットとして考えられる人件費ではなくて外注費とか委託費の方にいわゆる人件費といわ

れるものを入れ込むことが出来るっていうことですね。もう一つが、労災の件で出さなくていいと。あ

と最低賃金の適用もないですね。 

福田：そうですね。大阪府の製造業の最賃（最低賃金）っていうのがありますね。僕らはそういいなが

ら参考にはさせてもらって上手に卖価決めのときはしています。相手は商売人ですから、みんな最賃が

シルバー関係ないからいうたら、もっと安くしてもらおうと考えをだしてきますから。そのへんは僕ら

も知っておいて同じ人間が頑張ってやるんやからという考えは常にもっています。 

豊山：その点は聞かないとわからないんですよ。だから私は学生に最低賃金守らなくていいんだよっと

言いながらどこまでさげるんだろうか、と不安がありながら学生に説明するんですよ。だけど学生も質

問してこないからそれをいいことにして流すわけなんですけど。なるほど最低賃金は参考にするわけで

すね。 

島田：だいたい屋内作業で７５０～８００円ですね。 

豊山：どんな職種ですか？ 

福田：屋内軽作業で、ダンボール詰めとか。 

島田：作業補助関係ですね。 

豊山：ありがとうございます。 

福田：仕事なんかも現地で就業開拓員はどんなことしてんねんというようなことでもいけるような可能

性はありますよ。会員さんは会員さんはどんな仕事してんねん、年寄り世話してるというけどホンマに

どんなんしてるとか。ヨタヨタしてやっているんやないかとか、そんなんいっさいありません。やっぱ



66 

  

り企業としては戦力になってるという評価をきちっと僕らを受けん限りはやる気はおこらない。 

豊山：で、今の話は見ることは可能ですかね？ 学生たちがついていっても大丈夫ですかね？ 

福田：それはいっぺんに行っても企業さんも迷惑やけど、たまに今日一人今日一人でしたらどうってこ

とないですけど。先生にお話したいんですけど、私ども就業開拓員というプライドの中でやってますか

ら、入れた人間で僕が入れた就業で残っているのは１５０人くらいはいてますが１００人は顔と名前一

致します。自分が責任もって企業に紹介させていただいてやっているので一からその人をみている。難

しい言い方をすればシルバーは雇用関係もないし、請負ですので、…説明会では請負とか何とかいろい

ろ言っていますが、こんなん初めてきた人にはわかりませんわ。雇用関係はありませんとか、これは請

負でやりますのでとか、嫌いうほど聞かれたと思います。彼（島田）にも聞いたんですが「入会してき

たときわかっていたか？」と。何もわかっていない（笑）。僕がいうてるのはそういう関係でありなが

ら私どもが選任して、要求があったことにつれていった人間に対して僕が責任取りますと。身元引受人

ですよとこういう言い方極端に言えば、して入れるわけです。その代わりきついですよ。ボランティア

とは違うよと頭からの一言です。仕事してお金いただく以上は汗かいてもらわな困ります。年輩の方は

年いって定年退職したら家で時間あったらしゃーないから何かえーことすることないかと半分遊びに

おもてる方も中には来ます。そんな方にはボランティアと違うからそんな考え方やったら帰ってくれと。

僕ら企業に仕事いただいてくる以上は期待に添える人を出したいし、だから実地見れますかと言う話で

今日どんだけ動けるか見にきたんやということも出来ます。 

豊山：そうなると、開拓だけじゃないですよね。チェックみたいな感じも・・・。 

福田：そうですね。私たちの仕事は開拓と会員さんに対する激励訪問というのがものすごく大きな仕事

の内容なんです。日常で僕らも暇な時もありますねん。そういうときは仕事していただいている会員さ

んのところに激励にまわります。今年の夏は特に暑くて行ったら頭が下がる思いで。 

豊山：それはどういう状況でした？ 

福田：今年４人ぐらい救急車で病院に運ばれたりありましたね。 

豊山：それはどんなところでした？ 

福田：工場の中でしたり外でしたりですね。みんな頑張りますねん。年いった人は真面目さが売りだと

いうてました。こんな暑いねんからいつもの半分でいいっていうんですけど、頑張りますねん。 

豊山：村田君またはＣチーム質問してね。 

浮舟：先程八戸ノ里の自動車学校にも３人ほど連れていかせてもらってるって聞いたんですけど、他の

事業所には何人ぐらいだいたい行っているんですか？ 

島田：だいたい６～８人ですね。 

福田：例で言うたら小阪のハウスに１８人いかせていただいてますね。ハウスは大口得意さんですわ、

それとかイトーヨーカドー、大きなスーパーもですね。普通の民間企業で平均したら３～４人で、多い

ところでしたら８人、掃除とかでしたらおばちゃん一人。それも僕らが行って企業からとってきていま

すねん。「ここ掃除どないしてはりますねん？」という感じで。 

島田：それと最近パチンコ屋さんの駐車場の管理ですわ。車上荒らしとか増えてきてて、警備会社に頼

むと経費がかかるからシルバーに頼んでくる傾向もあります。 

豊山：後、質問あったら言ってね。 

古森：企業さんとかは飛び込みで出来ると思うんですけど、個人の家庭はどうするんですか？ 

福田：就業開拓員としては家事援助の舞台とかははずしておりますけど、ＨＰに出したりそれとか市の
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だよりとかにシルバーで手伝いさせていただけますかというようなＰＲ・広告をいれていますね。女性

の場合は屋内清掃・屋外清掃、家事援助が大半ですね。それがまた多いんです。男性の場合は入会され

ても景気がこういう景気ですので、すぐ仕事がないというケースがあります。女性の場合は割りと早い

んですけど、家事援助も難しいんですね。他人さんの家にあげるということを嫌われる女性もいてます

からね。 

古森：ありがとうございます。 

福田：家事援助でも一週間に２回ぐらい、３時間ぐらい来て下さいっていうんやったらいいんですけど、

一週間に一日だけ一時間でも言われたらはっきりいうて小遣いにもなりませんね。そういう現実の裏は

僕ら分かりますからね。言うてきはったらみんな受けていくと、電話とっていても僕らも「それはお宅

でやってくださいよ」っていいたくなるようなことも頼んできはる。現実の話、お小遣いになり家計の

足しになり、なおかつ汗かいて健康に動ける、こういうことがベストでありベターやと思います。受け

たい日を一週間に一日やとお金にならないですしね。責任は重たいですからね。もっと何でも聞いて下

さい。 

木澤：一日でどれくらいの企業まわったりするんですか？ 

福田：だいたい多いときで一日１５件まわるときもあります。年間で東大阪だけで１３００～１４００

件まわってます。いただけるのは 10％あったらいいんですわ。こんだけ回って赤線引いたこんだけしか

仕事はもらっていませんねん。そんなもんなんです。行っただけでもらえるわけではない。だいたいま

わろうと決めたら一日で１０件くらいはいけます。 

島田：昔お世話になって景気が悪くなって断られた。そういうところも、最近またこういう景気ですの

で、再度掘り起こしっていう感じですね。 

福田：１回断られた所っていうのは大事なんですよ。 

豊山：そうなんですか。 

福田：１回断られたっていうのは、こちらが悪くて断られた所と、発注者の事情で断られた所があるん

ですよ。発注者の事情で断られた所には「最近どうですか？」と訪問するっていうのが大事なんですね。

新しい所を探すよりも、一旦途切れた所、リピーターっていうんですかね。そういう所を訪問するほう

が楽ですね。それと、飛び込みやってた時にわれわれもたくさん頭を下げてきましたけど、３割、４割

の方には「こんな忙しい時に時間無いわ」と断られます。もし普通の民間の企業で飛び込みで行ったら、

１割とってくれたら良いほうですよ。私共の名刺にはありがたいことに、「東大阪市」と入ってるけど

も、民間にいったらそんなもんありませんわ。例えば、○○株式会社っていう名刺出しても、アポも取

らずに来るなって言われて終わりでしょ。この「東大阪市」って書いてある値打ちがやっぱりあります。

７割の方は会ってくれます。でも役所嫌いの所に行ったら、全然ダメですね。「おたくら役所の人間か。

俺役所嫌いやねん。」と経営者に言われることもありますよ。 

豊山：みんな質問してね。時間もあんまりないので。 

福田：何でも聞いて下さいよ。今日は参考になればと思って。これ１枚ずつ取ってください。 

松井：配りましょうか？ 

福田：わけの分からないことを書いてますが、まあ１回見て下さい。尐し説明しますね。これは３０年

前くらいにね、僕がまだ営業マンやった頃に先輩が出してきたんですよ。何かのの本に載ってたものの

抜粋らしいです。その本も分かりませんし、誰が書いたかも分かりません。でも就業開拓員をやってい

る今でも、資料と一緒にこれをもってます。我慢しろっていうことの羅列ですね。 
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豊山：本当に助かりますね。このゼミ生も大半が営業職に就くことになると思うので。 

福田：そうでしょ。持ってくるか迷ったんですが、あわてて刷って持ってきました。書いてる中に良い

ことも載ってるんですよ。僕がさっき言いました、人に好かれる原則の三番目の「名前は当人にとって

もっとも快い、もっとも大切な響きをもつ言葉であることを忘れない」。これが僕が言ってる、１５０

人入れた内の１００人の顔と名前が一致するよ、ということなんですね。どこかの工場に入った時に、

ああ○○さんは元気やなとか、「前はこんなことがあったけど大丈夫か？」とかこういうことができる

わけなんですね。「あなた」とかって呼ぶのは、これはダメなんですよ。やっぱり絶対に名前で呼んで

あげる。これが一番大事ですね。競合相手であろうが、企業さんとか、どの場でもそうですね。その他

に書いてあることことはね、全部人間的な問題ばっかりですわ。我慢しろよとか、人を説得する方法と

かが書いてます。自分の我を出してしまったら、そこで終わってしまうとかそんなことですね。それと

ね、私も民間の出なんですが、民間の場合は売る商品が何かあるわけですよ。売りたいわけですよね。

他社と競合しながら。その場合には、相手のニーズを充分すぎるほど聞いてあげないとイカン。それが

民間の営業やと思います。こういう役所関係のシルバーとかは違うんですよ。シルバーセンターとは、

ということをトコトン説明して、相手に「そうか」と言わさないと使ってくれませんねん。ていうのも、

「物」がありませんからね。民間のときは、６：４でこっちは４ですわ。買っていただける方の意向を

６聞こうと。ところが役所関係になったら、相手の意向は３でいい。こっちが７喋れと、こういう考え

方にね変わってきたんですよ。正解やとおもいますね。 

豊山：さきほど、シルバーの売りとして金銭的な話をおっしゃいましたけども、それ以外にまじめさっ

ていうのも売りにして営業する場合、それはいくら、まじめだとこちらが言っても、そこは分からない

わけですよね？ 

福田：そうです。 

豊山：それはどういったテクニックで説明されるんですか？ 

福田：言われたこと、何遍もあります。「売り込みの時には、大きい風呂敷広げてきたのに、実際に働

きにきた人があれじゃ…」と、こういう言い方を何遍もされました。「申し訳ありません、面接の時に

見抜けませんでした」と頭を下げます。それからです、実際に入れる前にシルバーに呼び出すようにし

たんです。 

豊山：なるほど。 

福田：それまでは、全部良い人だという考えで、どこかに待たせていっしょにお世話先まで連れて行く。

こいうやり方だったんですよ。ところが、先生が言いはったような反発ですね。発注者の方から「まじ

めや、まじめやって、そんなんわからへんわ」とこういうことがなんべんもありました。今でも継続し

てくれてる方には、初めのころにはボロボロに言われこともあります。今では違いますよ。「おたくら

も難しい仕事してるなぁ」とこういう風にかわってきたんです。 

豊山：じゃあ、センターに呼んで何かお話を？ 

福田：そうなんです。色々言ってみるんですよ。でね、その場の態度がありますよね。われわれに会う

時の態度、話を聞く態度。僕らは気に入らんかったら帰ってくれと言う立場ですから。今は割りとやり

やすいほうですよ。私が７０歳になりましたから、だいたい年下の方ばかりですからね。そんな考えか

たやったら来なくていいと言って、４人呼んだ内の１人帰して、また１人。で残った２人を連れて行く。

こういうやりかたをしてます。でもそれに文句を言う人もいますよ。「こんなやり方でええんか」と上

のほうに言うて行く人もいます。でも、われわれ、上からの指示がありませんので、それは僕らに任し
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てもらってるんやから、と。やっぱり貴重な人材ですんで、大事に扱いたいし。て言うのもね、僕らも

初めのころはどんな人でも入れてたんですよ。でもね、会員が「あの就業先は自分には合わない」と言

って来るんですよ。で、頭下げてそこからまた新しい人探すほうが、エネルギー使いますよ。だから最

初にに厳しすぎるぐらいのことを会員さんに言うんですよ。 

豊山：じゃあ、そろそろ時間もきたので、最後に誰か質問ありますか？ 

村田：はい。企業さんを回られる時に、計画をたててから、行くとおっしゃってたんですが、それは、

会員さんの希望職種を考慮して回られるんですか？ それとも、たくさん数を回れるようにということ

なんですか？ 

福田：いえいえ、それは数をたくさんっていうよりも、私が出来る仕事だったら請けます、とこいうこ

とですね。例えば「製造する機械を使って仕事してた人はおらんか？」といわれるケースもあります。

でも実際に連れて行ってもダメやったっていう場合が多いんですよ。だからあくまで、補助作業という

かたちで、素人が行って出来る作業ですね。だから製造作業のお手伝いならできますよと。出来た製品

を箱に詰めていくとか。機械をモロに使う作業っていうのは、なんぼ経験がある人でもそれはさしませ

ん。実は今もあるんですよ、人が決まってない仕事が。でもこれは体力がいるなとか、年が６２～３ま

でとか。そういう場合はもう、しかたがないから断ろかと。でも、せっかく言うてきてくれた所なんで、

スパッと関係を切るんじゃなくて、上手なやりかたで今後も軽作業で繋いでくれるかもしれませんから

ね。そいう所の引っ張りを上手にしていくと。 

豊山：じゃあ、例えば希望職種が、こういう分野が多いからそこを重点的に開拓しよう、ということは

やらないと。 

福田：そうですね。地域で見て、この地域は未就業者が多いから、そっちの地域に行ってみよう、とい

うことはしています。 

豊山：なるほど。 

福田：今、大東の境目なんかには、ほとんど会員がおりませんねん。でもそういう所からの発注の方が

多いんですよ。今、未就業者が何人？６００人ぐらいか。 

島田：６００人ぐらいかな。 

福田：５００～６００人ぐらいいるんやけども、全部がうまいこと、各地域に点在してるわけじゃない

もんですから。 

豊山：じゃあ、基本的には家から自転車で行ける範囲で？ 

福田：男性なら２５分。女性なら１５っていう考え方です。これは、通勤途上のリスクを下げるために

ね、それぐらいでやってますねん。でも、仕事したいっていう人にはね、「東大阪の端から端まで、自

転車で行きますがな。」っていう人もいます。今日みたいな天気やったらいいですけど、暑い日も、寒

い日も、雤の日も全部ありますんでね。 

豊山：その場合、基本的に自転車で行かれるんですか？ 

福田：自転車か、バイクですね。だから、日常でバイク使ってる人はとても有利ですよ。テリトリーが

一気にに広くなりますんでね。それだけ項番が早く回ってきますね。 

豊山：私達のほうでも、Ａチームは事故を減らすために何か出来ないかなということで、色々調べよう

としてるんです。よく事故があるところをマップに記して、このあたりは注意してくださいね、という

ものを作って渡していけたらなと思っているんですが、そういったことは、東大阪市のシルバー人材セ

ンターではやっていない？ 
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福田：やってないですね。東川という者が安全就業員でおるんです。就業、途上事故のデータをとった

りしてますんで。東の川と書いてとがわと読むんですが。事故の範例とか過去何年間の事故件数、どう

いった場所で事故が多かったとか、見通しやら、信号だとかいうのは、彼がデータ化してるんじゃない

んですかね。今は２人乗り禁止とか、左からの乗り降りだとか、道路の左側を走りなさいとか、傘をさ

して乗ったらアカンとかね。「さすべえ」っていうのも使ったらアカンいうことになったんですけどね。

業者に聞いたらあれはＯＫになったとかも聞くんですよ。工場内の安全も含めて、安全については東川

が全部やってますんでね。われわれと同じ会員なんですが。労働基準監督署関係で、昔そういう勉強を

してた人間ですからね。民間企業の安全就業委員だったんですよ。 

豊山：いやぁ、すいません。話がそちらの方にもおよんでしまって。時間がもう１２時過ぎてしまった

んで。面白いお話をたくさん聞かせていただいて。そんなに何度も来ていただくわけにはいかないと思

いますけども。 

福田：いやいや、何でもよろしいねん。ざっくばらんに言いますよ。先ほど先生に言われたように、理

系ではありませんから、将来は営業か、販売職かに進まれるんでしたら、私が生きてきた道と一緒です

ねん。その中のおもろかった話とか、苦労話とか、多尐足しになる話もあるかもしれません。ただ、今

も話してて思ったんが、くどいかなぁと。 

豊山：いやいや、全然。 

福田：年いったからね、くどくど言うてしまうんですよ(笑)。周りからも、女房からも言われてね、「く

どく言うたらあかんよ。あんたの孫くらいのひとらばっかりやねんから」ってね。でもね、私が持って

るノウハウやったらなんでもいいから、持っていって欲しいんですよ。世の中にでたら、プラスになる

こともありましょう。関西の大きな工務店も相手にしてきましたし。おもろい話もありまっせ。 

豊山：またぜひ、お願いしたいと思います(笑)。 

福田：私らはっきり言ってヒマですから(笑)。 

豊山：ホンマですか(笑)。 

福田：そりゃ、ただね僕らも会員やから、事務所の吉冨とかの権限がありますからね。そこらから承諾

とってもらわんとあきませんけど。今日、出しなも笑てましてん。「次長、今日学生にどうしても言う

といて欲しいことないんですか？」聞いたら「何も無い」言うてね(笑)。 

豊山：いやぁ、どうもありがとうございました。 

松井：この度は、貴重なお時間を割いていただきありがとうございました。また機会があればおねがい

します。 

福田：ありがとう。またシルバーにお手伝いに来ることがあれば、気軽に声をかけてね。 

 

以上 
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ⅳ）中間報告会 2010 年 6 月 25 日(金) 

 

 

杉田：最初にゼミのリーダーの松井君から挨拶があるのでお願いします。 

松井：こんにちは。今日はお仕事中忙しい貴重な時間を私たちの発表に付きあって頂きありがとうござ

います。今手元にある資料は我々がセンターのパンフレットを構図として作成したものです。まだまだ

我々もセンターのことでわからないことが多いですがこれを見て頂いてセンターのみなさんのご意見

を頂きたいです。そしてセンターのことをもっと知り来年再来年も続くようなゼミにしていきたいと思

っているのでよろしくお願いします。 

杉田：配布資料は私たちが議案書を元にセンターがどのような機関と関わっているかどんな人と繋がっ

ているかを表したものです。時間は一時間くらいを考えています。その後職員の方々にコメントをもら

い議論する機会を設けたいと思います。今日お願いしたいことは私たちが作成した資料に間違いや付け

たしたいこと、課題として考えてほしいことを指摘して頂きたいと思っています。それでは説明させて

頂く前にゼミ生全員自己紹介わさせて頂きます。私このゼミの一員であります木澤です。よろしくお願

いします。A チームリーダーの杉田です。よろしくお願いします。同じく唐門です。よろしくお願いし

ます。 

それでは説明にうつらせてもらいます。唐門君どうぞ。 

唐門：まずは資料を見てください。これは議案書に基づいてセンターを中心として人々や機関の関わり

をまとめたものです。人々や機関は太い枠で囲ってあります。中心にセンターを置き上には地域住民、

発注者としての地域住民、同じように企業、官公庁がならんでいます。下には会員、関係機関、全国シ

ルバー人材センター協会があります。細い枠で囲まれているところはその内容です。すみませんが尐し

足りないところがあるので書き加えてもらいたいです。中心のセンターのところに公益法人への移行、

右下にあります全シ協、近シ協、大シ協に他のセンターと書いて下さい。では説明させて頂きます。ま

ず、センターを紹介させて頂きます。センターは職業安定所ではなく、発注者と就業者の間には雇用関

係はなく臨時的、期間的また軽易な仕事を提供しています。高齢者の健康で生きがいのある生活の実現

と地域社会の福祉向上と社会参加によって活性化に貢献しています。センターの下にある事務処理の効

率化については、事業経営を視点においた職員の意思改革を図り、適切な対忚を行うため連絡相談など

組織の原点を見失うことなく適正な役割分担をもとに協力して組織体制の構築に努め、知識情報の習得

を図り一体となって組織を充実させていくことを言います。そして左下にある会員については、入会で

きるのは６０歳以上の高齢者を対象にしている。その中で発注者は主に６０歳から６５歳までの人材を

求めている。しかし事故発生状況の資料を見ますと７０歳近い方々も多く目に入りました。なので７０

歳くらいの方々でも仕事があるのかなと思いました。会員の上の（１）会員相互の情報交換のための広

報に住民との情報交換と PR のための燻が発行されています。燻は年に４回発行されています。（２）の

会員就業の機会均等化ワークシェアリングについては、ワークシェアリングは大きな収入のためでなく

尐しの収入なので仕事について社会との繋がりをなくさないためです。（３）の会員獲得については入

会説明会によって会員になるための心得や入会の説明を行っています。技能講習会についてはわからな

いことが多いので後ほど教えて頂きたいです。そして（４）入会申し込み安全講習会は会員が就業を安

全に行うための心得を説明しています。心得は１５個あり、大きく分けると健康の自己管理や守秘義務、

センターの会員発注者との連絡をたやさない、交通ルールを守るの４つで構成されています。接遇研修
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では、就業中の言葉づかいやコミュニケーションの取り方、挨拶の大切さを説明しています。（５）の

安全就業対策は、事故ゼロを目指し就業現場での定期的に巡回指導を行い安全用具着用の徹底を図る、

また危険有害作業の有無等を事前に確認するとともに就業先の設備や作業環境等についても点検を行

い、会員の安全就業確保を図っています。（６）について会員の福利厚生事業については会員の研修や

会員同士の親睦を深めるのが目的で毎年会員研修親睦旅行を行っている。他にも会員のつどい作品展や

手作り作品展会などのイベントを開催している。また開催により、センターの PR も兼ねている。（７）

同好会に対する助成。そもそも同好会は９団体あり、パソコン、手芸、書道、囲碁などがある。また同

好会での会員に繋がっているのが地域班、職群班です。地域班は６９からなりセンターは一人当たり５

００円×会員数を援助している。職群班は３班あり、剪定、木工、筆耕の３つです。職群班については

あまり自分たちはわからないので後ほど教えて頂きたいと思っています。 

木澤：こちらからセンターの方に質問なのですが地域班の活動助成金は何に使っているのか教えて頂き

たいです。よろしくお願いします。 

唐門：左上の地域住民は周辺に住んでおられる方々のことです。その方々は会員になってる場合もあれ

ば発注者の場合もあります。なので地域住民の方には深くセンターを理解して頂きたいのです。そのた

め市政だよりや折り込み紙、ＨＰ、会員によるイベントでＰＲをし理解をしてもらえるように努力をし

ていきます。近年では不況のため、仕事が減っています。なのでより一層、発注者と会員を増やすべく

ＰＲが必要です。企業についてですが、センター事業の収支及び会員を就業体制について情報提供し、

企業からの受注増加に努めています。センター事業の主旨に賛同してもらえる企業に協力会員として協

力を求めています。となりの官公庁については市や区、町役場のことでシルバー人材センターは就業機

関確保のため普及、啓発活動として就業開拓活動に精力的に取り組み、官公庁からの受注増加に努めて

います。ハローワークといった様々な関係機関と、右下の関係機関については大阪の労働局、東大阪商

工会議所、東大阪市経済局、東大阪市福祉部などです。右下の他のセンターについてはシルバー人材セ

ンターは北は北海道、单は沖縄まであり会員数は６万５千人にもなり、そのうち大阪府下の市町村に４

３ものシルバー人材センターがあります。以上で資料の説明を終わります。 

杉田：コメントをいただく前に僕たちがセンターについて調べたんですけど技能講習と職群班について

よくわからなかったので教えてほしいです。お願いします。 

吉冨：技能講習会は当センターでは年に一回、植木の剪定、草刈りを行っています。植木の剪定は全国

的に需要がたくさんあります。それはなぜかというと今まで専門家にお願いしていたけどつぶれて高齢

化してるというのもあるし、金額的にも一般的に一日２万円とります。よってセンターに植木の剪定の

仕事の発注の依頼があります。センターもせっかく依頼があるので年に一回だけやけど植木の剪定また

は草刈りの機械の使い方を講習を行っています。職群班は植木の剪定と木工、その中でも植木の剪定が

主に占めています。今は約５０数名おられて、その中で植木の剪定をやっていただいて、めいめいの方

がめいめいでやると事務局の職員は大変なので、仕事はシルバーのほうに問い合わせがきてそれを各会

員に電話しなければならない。それを今まではシルバーの職員が聞いて会員さんにそれぞれ電話してい

たんやけど、それをすると５０人、いや５０人がばらばらの仕事にいくことはないとしてたとえば５０

人が３０の班にわかれるとしても、一人の職員が３０の班の人に連絡しないといけないので一人がかか

りっきりになってしまう。それではだめなので植木の剪定は班組織にしておいて、シルバーで仕事を受

けたものを植木の剪定のリーダーに連絡しそれをそれぞれの班員にふっていく。本来シルバーの事務局

はお客からは仕事は受けるがそれを会員に連絡したところで仕事は終わりです。聞いた会員が全ての作
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業をする。清掃作業したり道具運んだり自分らでして、そしてお客さんのところで終わりましたという

証明をもらってセンターに提出する。入会説明会、講習会で聞いてもらってるからわかると思うけど、

そこまでやるのは会員の仕事でそれをより効果的にやるのが職員の仕事です。職群班はここでいうゼミ

みたいなものやね。それで各地域の中で西、東と地域を３つにわけてそれぞれ行っています。ゼミで A

～D 班にわけて松井君が連絡してきてくれるのと一緒のことやね。 

杉田：ありがとうございます。今までの発表で間違っていたとこや付け足してほしいとこや課題として

ここについてもっと知ってほしいとこなどあればコメントをしていただきたいです。 

貴治：（１）、（２）はどのようにつけているのですか？ 

唐門：（１）、（２）は議案書に基づいてわかりやすいようにつけました。 

貴治：通し番号なのか意味があるのかというのが見いだせない。これを見てわかるような資料にしてほ

しい。これで説明するんだと逆に何のことかわかりにくい。 

杉田：ありがとうございます。他には？ 

宮浦：地域班ていうのはね、うちの会員になれば全員が地域班に入ると、住んでる区域で 69 班にわけ

るという風になってます。会員同士でも顔は知らないこともありますので、同じ所で働いてたら顔はわ

かるけども。働いてる人と働いてない人がいますので、一忚自分の住んでる地域のとこで、地域班って

いうことで会員同士の相互の連絡をするようにしてます。ただ、やっぱり働いてる方と働いてない方が

いますんで、なかなか地域班の活動っていうのは難しいです。 

今田：助成金についてお尋ねしたいんですが。 

宮浦：それで一忚地域班に対して助成金会員の方に 500 円出します。これは地域班の会合をしたときに

公民館のお金がいるとかそういうのがありますので一忚地域班会合のため費用として一人 500 円を使

ったら請求していただいて渡しています。 

杉田：ありがとうございます 

吉富：上限が 500 円以内ね。何回か会合やったら 500 円じゃなしに上限が 500 円。それ以したやった

らみさせていただくと。当然やれる規模が決まってくるんで会場の借り上げ料とかね。当然会議やった

ら何もなしやのもあれやしお茶とかもいるし、お茶なしやったら 

宮浦：資料作るのにコピー代とかね。 

吉富：あくまで会議のための経費やから。 

貴治：会員数の数字とかありますね。そのあたりは？ 

吉富：一番最後のシルバーの会員数と公社負担とかね 

唐門：全国のシルバー人材センターの会員数は 6 万 5 千 

吉富：それは違う。確かに総会にのせた 69 万 5 千。特に団塊世代の退職時期と重なったのと、今の不

況の影響で仕事がなくなって今までシルバーに出してたような仕事でも会社の方の仕事が尐なくて社

員でまわすという感じですので、シルバーにくる仕事が減っているというのが現状です。それと同好会

なんですけど、一忚シルバーは 60 歳以上の働く意欲のある方が会員になってもらうのが正規なんです

けど、働けないので趣味でやりたいというので同好会が立ち上がっております。立ち上げるのに補助金

を出してますけど、本来うちは働く意欲のある会員が欲しいのですので、どちらかというと同好会は働

けない方が入ってるものですのでそこに補助金出すのはどうかなあと。立ち上げるのに補助はするけど、

ある程度したら自主自立でやっていただくと。 

杉田：ありがとうございます。他には。なければこれで終わらせていただきたいと思います。質問など
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あれば 

余田：政府の高齢者雇用安定法という法律が、企業が 60 歳までの雇用から 65 歳までの雇用になります

が、このシルバー人材センターは 60 歳から 64 歳が会員の中心になると思いますが対策、対忚みたいな

のはありますか？ 

吉富：それははっきり今の課題やね。彼が言ったように、今度の 4 月で定年 60 から 65 に引き上げられ

実際退職してくるのは 65 以上やね。ところがそれと逆に企業から求められてるのは 65 までやから。 

余田：ありがとうございます 

宮浦：それと高齢法が出来たのはかなり昔というか昭和 61 年。かなり昔にできて今の現状と合わなく

なってきてる。次の選挙が終わって派遣法が改正されると思うんですけど、派遣法が改正されたらまた

高齢法も変えていかないことにはシルバーの仕事っていうのも派遣との兼ね合いでせんことには。上の

発注者から配分金がセンターの方にきてるって流れになってるみたいなんですけど、発注者からは請負

金。 

吉富：配分金っていうのはうちから会員さんにであって、お客さんからもらうときは請負金って形に。 

杉田：分りましたありがとうございます 

吉富：仕事の発注・依頼とか本来は発注者からセンターの方に仕事に対する依頼があって、仕事が終わ

った後、請求して入金という感じです。 

杉田：他に質問・意見などは？ 

宮浦：補助金なんですけども高齢法の中でシルバーは軽易な仕事というので、国と市から補助金という

形でお金がでています 

豊山：すみません、国と市だけなんですか？府は 

吉富：府はないです 

宮浦：大阪府の場合はね事業の補助とするので人件費ということでばっさりカットです。人件費の補助

は認めないと。 

豊山：結構多いですね、人件費を出さないというのは。 

貴治：この表ですべてをまとめようとした、これも一つの方法です。素晴らしいことだと思います。仕

事の流れとお金の流れ、これでいくと仕事の流れで抜けているところがある。そうすると複雑になって

くるから分りやすいように簡略化する。どちらがいいのか分らないけど。 

杉田：他に意見があればお願いします。ないようなのでこれで終わらせていただきます。 

吉冨さん：あの、ちょっといいですか？ あのみなさん一回以上は入会説明会、講習会来ていただいて

シルバーってなんとなくぼやっとでもこんなんかなってわかりかけてるかなっておもうんやけど、それ

で来てもらってね、なんか疑問に感じたところとかね、こんなんどうなんかなっておもてるところがあ

ると思うねんね。それを項番にみなさんにお聞きしたいんやけど。よろしい？ 

豊山：いいですよ。もう思う通りに言ってください。 

吉冨：あの説明会、講習会に参加されてね、なんか感想でも良いし、疑問でも良いし項番にひとことづ

つでも、どういうふうに感じはったんかなって。 

杉田：じゃあ A チームから項番に、唐門。 

唐門：えー、僕は 2 回来たんですけど高齢者の立場から考えても僕らからの立場から考えても、安全就

業講習会がちょっと・・・。もうちょっと短く・・・(笑)。 

吉冨：それはあるわな。 
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木澤：C チームの発表をきいてちょっと疑問に思ったんですけど、高齢者の方が暑くなったり寒くなっ

たりすると尐し人数が減る、減ってくるというのを聞いたんですけど、 

吉冨：参加する人数が？ 

木澤：はい。そこはどんな対策をとられてるんですか？ 

吉冨：入会説明会は別に予約するでもなし、めいめい来てもらうだけやから対策というのはおかしいん

やけど、それで尐なかったらうちの宣伝部長なんかもいるし。 

今田：こういっちゃなんなんですけど、ここの HP を見せてもらったんですよ。なんか他と比べて、他

の人材センターの HP と比べてみてなんかわかりやすくてよかったんで・・・。 

杉田：次、余田。 

余田：はい。入会説明会、午前中の、ナレーションの説明、テープで流してるんですけど、たまに音声

が小さくなったり発音が悪かったりしたりして口頭で説明したほうがいいんちゃうますかと思うんで

すけど。 

吉冨：後ろのほうできいてはってよく聞こえる？うちの。 

余田：あ、はい。聞こえますけど、ただ発音が悪かったりとかしたりして聞き取りづらいのがあるん

で・・・。 

杉田：次、宮田さん。 

宮田：まだ一回しか行ってないんですけど、向こうの部屋で、午後から面談するじゃないですか。それ

で、履歴書じゃないですけど、申込書を持ってこれはだれだれのところへとか。それは、あの、年齢と

かによって変えてるんですか？ 

宮浦：あれはね、本人の希望職種によって。 

宮田：職種？ 

吉冨さん：職種。向こう来て面接とかなんとかしてるわね。あれはみな業務関係の人間ばっかりやねん

けどいろいろ担当の職種とか持ってるんやね。例えば A 君は植木の剪定が担当やったり、B 君は草刈担

当やったり。植木の剪定希望してはる人やったら、その者と面談した方がよりいっそう細かいこと聞け

るわね。そこにほりこんでるわけ。 

宮田：職種だけですか？ 

吉冨：まぁ、まずは職種やね。 

宮浦：一忚担当職員がいてるのでね、その担当の人にみてもうた方が。 

吉冨：他の者が話したら、後日また改めて電話するか、来てもうて話せなあかんから、それやったら先

にね、担当の者が直接話したほうが、大体聞きたい工程とかもあるしね。 

宮浦：で、その中でどこに使おうかなというのが判断できるので。 

杉田：次、古森。 

古森：あ、はい。えっと、この前の総会に行かせていただいたんですけど、議案書を頂いて、見てたら、

やっぱり怪我してるのが 70 くらいの方が多いんですけど、メインがやっぱり 60 から 65 なだけで仕事

はあることにはあるんですか？ 

吉冨：怪我してるのは 70 代が多いということやけど、ウチの平均年齢が 67、8 やからね。70 近いから。 

宮浦：せやからね、最初仕事につくのが 60 歳前半くらいでついて、ええ人やったらずっと長いこと行

ってるので 70 超えても働いてる人はいます。 

吉冨：ホンマはそれだめやねんで。臨時、短期、軽易な業務を提供するところやから。 
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宮浦：どうしてもね、相手がね、慣れているこの人と言われるとね。 

吉冨：それもシルバーのホンマは課題やねんけどね。 

宮浦：ここでねワークシェアリングというのをね、やっていかないとあかんねんけど。 

吉冨：何人かでね、交代していくというのがホンマは筋やねんけど。相手があることやから。 

貴治：年齢構成でいくとね、60 から 64 歳は尐ないわけやね、やっぱり。一忚主力は 65 から 74 まで。

これが主力です。その残りをそれ以上とそれ以下で。で、全体で言うと、下と上でいうと、下がだんだ

ん減ってきている。若干減ってきている。で、中は変わらない。で上はやっぱり減ってきている。まぁ

そういう年齢構成です。ですから主力は 64 までじゃなくて 65 から 74 までが主力やから。だからその

あたりで怪我が多くても不思議はない。で、やはり 70 下よりは上が怪我が多い。 

杉田：次、市村さん。 

市村：はい。午前の説明会のとき、質疑忚答であまり質問ないじゃないですか。で、もしわからないこ

とがあれば電話をかけてくださいってアナウンスありますけど、あれは実際かけてくる方は。 

吉冨：ほとんどないですね。 

市村：それでもあれですよね。午後チェックしてるとき記入ミスというか漏れが結構・・・。 

吉冨：あんだけ言っててもいい加減な人は忘れるからね。 

杉田：次、洲本さん。 

洲本：個人的意見なんですけど、午後の安全講習会があまりにも長いので短くしたほうが効率がいいと

思うんですよ。なんかもぅあまりにも長ったらしいので、みなさん眠たそうだったので。(笑) 

吉冨：ちなみにあれ 1 時間くらいやってると思うねんけど、どれぐらいが適当やと思う？ 

洲本：30 分くらいだと・・・。(笑) 

宮浦：そうやなぁ、今のままやとあまりに長すぎて頭に入らへん。 

杉田：じゃあ、村田君。 

村田：えっと、僕まだ一回しか来てないんで詳しいこととか良くわからないんですけど、やっぱり僕思

ったことが、講習会の受付のところで記入漏れとかあるんですけど、質問されてる方が多く見えたんで、

説明会での説明があんまり話はいってないんかな、それとも昼から来るひとは忘れてるんかわからない

ですけど、もうちょっと、 

吉冨：学生さんみな一回は説明会来てもうてるやんか。その担当してる職員がようけいてるからね、多

分言い方も若干ちゃうところもあると思うけど、それを聞いてみなさんはだいたいわかる？ 

村田：僕はそんなにわかってないです。 

吉冨：皆さんが聞いてわかってなかったらウチの職員が、説明してる職員の言い方がわるいって言うこ

とやからね。ウチの言い方も改めなあかんし。みなさん方はすっと聞けるというか、やったら会員さん

が、聞いてはる会員さんが悪いってことなるし。どないなんかな？ 

村田：僕らは、っていうか僕は、 

吉冨：まぁ一回目やからね。何人かは二回目やけど。 

村田：一忚センターについて調べてるんで、その流れというかそういうのをわかってから、一忚そうい

うのはつかめるんですけど、でもやっぱり初めてというか、さぁ入ろうという方にはわかりづらいんじ

ゃないかなと 

吉冨さん：わかりにくい？ 

村田：気がします。 
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杉田：じゃあ相部。 

相部：他の人も言ったんですけど、僕も安全講習会は長すぎて、集中力が持たないと思うんですけど。

だからもうちょい短くはしたほうがいいかと。 

杉田：次、尾平。 

尾平：はい。えっと午前中の説明会でさっきも言ってたんですけど、音声の方が画面と合ってないとこ

ろがあったんですけど、あれ、画面操作は手動でやってはるんですか？ 

吉冨：あれは自動で。 

尾平：全部？手動に切り替えたほうがいいじゃないかなと 

吉冨：もともと手動やった。それがめんどいから自動にしようということになった。 

尾平：あっ、そうなんですか。 

職員：そのときの押すタイミングでちょっとね。 

杉田：じゃあ松井君。あ～浮舟君。 

浮舟：あっ、はい。安全講習会で長いとは思ったんですけど、事例を挙げているのはいいことだなと思

いました。はい。 

司会：松井。 

松井：前、吉冨さんに一回伺ったんですけど、最初僕が一回目来たときに、僕Ｂチームなんですけど、

Ａチームが一回行って、そのこんなん言っていいかわかんないですけど、結構センターの方が、その講

習に受けにこられる方に結構強い口調で言われてる。で、僕が二回目、始めてきたときに吉冨さんにあ

れは、悪い言い方をしたら高齢者の方を振るいにかけているのかと聞いたと思うんですけど、それ、み

んなに答えを伝えてなかったんで、ゼミ自体であれはどういう意図で強く言っているのかっていうのが

一回出たんで、 

吉冨：説明会のこと？ 

松井：はい。質問の時に。じゃあ来なくて結構ですよ。って 

吉冨：あの、入会意思のない方はお帰りいただいて結構ですよって？ 

松井：はい。賛同できなければ結構ですよって。あれは、その、振るいにかけて、なおかつ、やれるな

らここでやりたいって意思のある人だけ来てもらったらいいからと。 

吉冨：もちろん、もちろん。あの振るいやなしに、あのシルバーってどんなとこかわからんと来てはる、

説明会に。で、ウチがそう説明させてもらって、それに賛同できる人は入ってください。賛同できひん

人はお帰りになって結構ですよってということやから。賛同もしてへんのに入ってもらうと問題が出て

くるからね。トラブルが。それはまぁはっきりしとかないと。 

宮浦：特にね、東大阪の方は地域性なんか知らんけれども、年いって年金もかけてなかったって言う人

もかなりいてます。で、ウチに、シルバーに来るのに働きたいと、もぅフルタイムで、結局職場にいき

たいねんけど、職場には全部振られてウチにきたというのが。で、ウチの趣旨というのが臨時的、短期

的というのが週 20 時間以内と。そういう風な方々は毎日フルタイムで働きたいというような方々です

から。ですので、それはウチの趣旨には合いませんということだけ。 

松井：ありがとうございます。 

宮浦：えっとまぁあの関連するねんけども、シルバーいうのんは本来高齢者に仕事の場を与えるねんけ

ども、仕事だけとちごうてやっぱり生き甲斐対策。老人の。やからシルバーの会員になってるの全国的

にも、その医療費が普通年間のよりもかなり～～～～、20 時間やったらうまいこと働いても週 2 日か 3
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日くらいですので、休養的にはいいのかなというところです。 

杉田：最後に豊山先生から一言。 

豊山：いいですかね？ 1 時間丁度たちましたけども、いろいろとホントありがとうございました。お

忙しい中時間を割いていただきまして。このお茶まで頂いて。学生を、私 4 月から担当してるわけです

けど今日質問ないかと吉冨さんが振ってくれたときに、後ろから見てて数名の学生がですね、メモ帳を

取り出して、前自分が書いたメモをチェックしてるわけです。それを見たときにですね、あぁ成長して

きてるんだなと。やってないひともいますけれど、成長してるんだなと。こういう機会を与えてくださ

ってホントに感謝してます。で、あのこのシルバー人材センターの図なんですが、これを全体として見

てですね、学生はそれぞれの関心に合わせて課題を絞り込んでいきます。で、自分が今なにをやってい

るかですね、それをわからせるためにですね、これ作らせたわけですね。結構四苦八苦して作ったわけ

ですが、これを作る過程もですね、学生にとって勉強になったのではないかと。ホントに今日ありがと

うございました。お忙しい中またお願いすることがあるかもしれませんがそのときはよろしくお願いい

たします。 

 

以上 
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２）入会説明会・講習会のポスター 

 

豊山ゼミ Aチームはシルバー人材センターの 

入会説明会（2010年4月13日）のお手伝いに

行ってきました 
 

 

いらっしゃいませ！！ 

ここは東大阪シルバー人材センタ

ー！！お年寄りが仕事を求めてやってくる場

所（＾◇＾） 

こんな感じにお手伝いしています。 

彼は面接に来た方に資料をわたしている

ところです 

ち・な・み・に❤こいつ男前でしょ＼(^o^)／ 

ゼミで１番の男前なん YO～ 

 

最後に職員のみなさんと写真

を撮っちゃいました（●＾o＾●） 

たのしかった～ 
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３）報告会のポスター 
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４）学内活動の様子 

ⅰ）中間報告会（場所：蒼天）のポスターセッション 
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学生の質問に答えるお 2人 

講演前に豊山ゼミ Cチーム（＋1）と就業開拓員の福田さん（中央右）と島田さん（中央左） 

ⅱ）就業開拓員講演（ヒアリング） 

10 月 20 日（水）に、東大阪市シルバー人材

センターから就業開拓員の方 2 名に来学いた

だき、講演をしてもらいました（豊山ゼミ） 

 

 2010 年 10 月 20 日（水）10：40 から、東大阪市シルバー人材センターの就業開拓員の福田さん、島

田さんに来学いただき、ゼミ教室で講演をしていただきました。最初 30 分ほどお 2 人にお話しいただ

き、その後質疑応答に移り、活発なやりとりが交わされま 

した。シルバー人材センターは 60 歳以上の高齢者に臨時

的、短期的、軽易の仕事を紹介することを主な活動として

います。そんななかで就業開拓員はセンターに仕事を発注

してくれる企業を探すという重要な役割を担っています。

福田さんは「ピーク時の 2007（平成 19）年度には契約金

総額が 8 億円を超えていたが、現在は 7 億 2000万円くら

いになっている。その理由の 1 つに、2008 年のリーマン

ショック以降の世界的な大不況がある」とおっしゃってい

ました。「リーマンショック」…確かに授業では聞きまし

た（意味はわからなかったけど）。でも私たちには遠い世

界の話だと思っていました。それが、私たちが月に 2回手伝いに行っている入会説明会・入会申込者講

習会の現場で大きく影響している。「就業開拓員として 200 人くらいに仕事につかせたが、リーマンシ

ョック以降の不況のせいで、70人くらいが就業取り消しとなって帰ってきた。そうした人を見るのが一

番つらい」と福田さんは言っていました。ゼミ生の木澤君が「1 日に何件くらい回るのか」と質問した

とき「多いときで 15件。年間で 1300件くらい。飛び込みで行くと『東大阪市○○○』という名前を持

っていても 3～4 割は断られる。民間会社だと 9 割くらいは断られる」という答えが返ってきました。
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営業の難しさの一端を垣間見た感じがしました。 

ⅲ）エクセル講座 
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４）学外活動の様子 

ⅰ）東大阪市ふれあい祭り 
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ⅱ）資料収集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



98 

  

ⅲ）地域班ヒアリング 
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ⅳ）交通安全ヒアリング 
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６）パンフレット 
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６ メンバー紹介 

 

Aチーム 

杉田秀一朗 

このゼミに入って一番学んだことは時間の使い方だと思う。最初は資料作りをする際も期限ギリギリ

で内容がまとまらずに先生の助けなしでは何も出来なかった。でも、進めていくうちに時間の使い方が

分かってきて、余裕をもって行動することが出来るようになってきた。新学期からも今まで学んだこと

を実行してもっと成長したいとおもう。 

木澤卓司 

この一年間でポスター作りのノウハウやメモ書きの習慣をつける、そしてなんといっても、何をする

にしても必ず下準備をしないとイイ結果が出せないということを学ばしてもらったと思います。 

唐門俊明 

この１年は、濃い１年で色々な習慣を付けることができ、凄く成長できました。しかし、社会の生の

声を聴いて、自分たちなりにまとめ、発表という形でみんなに伝えようと頑張りましたが、散々な結果

だったと思います。新学期からは、この１年での反省や足りなかったことを活かし、色々な事に挑戦し、

もっともっと成長したいと思います。 

Bチーム 

松井大樹 

 私がゼミでの一年間を通じて学んだものそれは責任感です。誰かに任しているのは簡卖ですが、もし

自分の番になった時に力を出せる人間はやはり責任感がありいつも先頭に立っている者だと思いまし

た。来年度もゼミを引っ張っていけるように頑張りたいです。 

相部大樹 

このゼミでは大変な事もあったけど、その分とても勉強になりました。 この 1年でポスター作成や

ヒアリングなど今までしなかったことを色々したので、そういう力も身についたと思います。 

尾平裕樹 

何をするにも時間管理が大切だということを知った。特に制作物の完成度に大きく関わるため、余裕

を持ったスケジュール管理が大切だと学んだ 

余田将裕 

シルバー人材センターを通じて資料集めや課題探し、そしてプレゼンといった貴重な体験ができて本

当によかったと感じます。実際に現場に行き雰囲気を味わったり、センターの職員の人たちにプレゼン

をしたりなど教室の中にいるだけでは学べないことがたくさんありました。 

Cチーム 

溝端大地 

シルバー人材センターが、まずどういった活動をしていて何のためにあるのか全く分かりませんでし

た。しかし、入会説明会・講習会に参加したり自分達で資料を調べたりすることで、だんだん理解出来

ました。 
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浮舟隆寿 

最初はシルバー人材センターの事が何もわからなかったのですが、お手伝いに行き、まだまだ元気な

お年寄りの方が沢山いて、凄いと思いました。 

村田十馬 

この一年で、Ｃチームの課題を３つに絞り込むことができました。その過程で、エクセル、ワードな

どパソコンの基本的な操作を身につけることができました。 

Dチーム 

宮田美紀 

このままだと駄目だと気付いた１年でした。発表がうまくいかず辛かったです。失敗が多い１年だっ

たので今年度は頑張ります。 

市村涼子 

大勢の人の前で話す機会が多かったように感じます。そのおかげで尐し度胸がついたように思います。

ただ、作業にかかる時間を計算できなくて、締切ぎりぎりだったり、間に合わなかったりと反省する点

も多いです。 

古森惇史 

PP のわかりやすい作り方を意識して作ろうと考えることができた。考える時間も含めて予定を立てれ

るようにしていきたい。 

 


